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祭礼万華鏡 in 木島平
　今年も秋の祭礼で、各地区
は賑わいをみせました。
　獅子だけでなく、
多彩な登場人物
が祭りを彩り
ました。
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も
し
も
に
備
え
て

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
ま
た
は
そ
の

恐
れ
が
あ
る
時
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ

う
に
行
動
し
た
ら
良
い
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
村
全
体
で
年
に
一
回
「
村
ぐ

る
み
防
災
訓
練
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
前
の
行
動
確
認
、
区
内
の
危
険

箇
所
や
避
難
経
路
を
再
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
防
災
・
減
災
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
隣

近
所
や
地
域
な
ど
で
連
携
し
、
お
互
い

に
協
力
し
た
防
災
活
動
が
非
常
に
重
要

で
す
。

　

村
で
は
「
自
主
防
災
組
織
」
の
体
制

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
自
主
防
災

の
取
り
組
み
は
、
そ
こ
に
住
む
全
員
が

協
力
し
関
わ
り
を
持
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

訓
練
を
通
し
て
、
自
身
の
災
害
時
の

行
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

村ぐるみ防災訓練
10 月 25 日（日）は

～予測できない災害に備えて～

　

日
頃
か
ら
の
家
庭
内
備
蓄

　

村
で
整
備
す
る
備
蓄
品
は
、
避
難
所
ま

で
の
輸
送
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る

こ
と
、
す
べ
て
の
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
発
災

直
後
は
家
庭
内
備
蓄
が
重
要
で
す
。

　

災
害
時
は
、
家
庭
内
備
蓄
と
村
の
備
蓄
、

県
や
国
等
か
ら
の
支
援
物
資
に
よ
り
、
多

【総務係　内線 106】

　

今
回
の
避
難
想
定

①
「
震
度
６
強
の
地
震
」

②
「
土
砂
災
害
」

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
対
象
区
と
そ
れ

以
外
の
区
に
分
け
て
避
難
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

役
場
の
震
度
計
で
震
度
６
強
が
観
測
さ

れ
、
村
内
の
道
路
や
建
物
に
も
被
害
が
確

認
さ
れ
る
と
い
う
想
定
で
す
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　

普
段
か
ら
少
し
多
め
に
食
材
や
加
工
品

を
買
っ
て
お
き
、
使
っ
た
分
だ
け
新
し
く

買
い
足
す
備
蓄
の
方
法
で
す
。
無
理
な
く

備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

面
的
に
避
難
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
最
低

で
も
３
日
分
の
食
料
・
生
活
必
需
品
を
備

蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
子
育
て
、
生
理
、
介
護
に
必
要

な
用
品
は
不
足
し
や
す
い
た
め
、
各
家
庭

で
重
点
的
に
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

備
え
る

食
べ
る
・
使
う

買
い
足
す
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村ぐるみ防災訓練の流れ

午前 8：00　地震発生の緊急放送
　J アラートによる緊急放送「大地震です。」
　緊急速報メールによる避難指示発令

午前 8：05 ごろ　各区災害対策本部の設置訓練

安否確認後　各区独自訓練

午前 8：10 ごろ　区内の安否確認訓練、
　　　   　　　　　村との安否情報伝達訓練

地震避難訓練

午前 8：45 ごろ　土砂災害危険警報発表による
　　　　　　　　  【避難指示】

午前 8：30 ごろ　大雨および地震により、
　　　　　　　　    土砂災害警報発表
　　　　　　　　　【高齢者避難指示】

　区で決められた方法で隣組単位の集合場所や一
次避難場所へ避難しましょう。自分がどの場所に
集合し、どのように避難するか、お住いの地区で
どのように安否確認が行われるか、各区での避難
方法をしっかり確認しましょう。

　地区災害対策本部を設置し、区の防災体制を
確認しましょう。

　住民の避難誘導（集合場所の設定）と併せて
安否確認をし、安否の確認結果を村に伝達しま
しょう。また、未確認者の安否や要配慮者の区
内での支援体制をしっかり確認しましょう。

午前 9：00 ごろ　避難所にて受付

　地区の独自訓練はそれぞれの区で実施していただきます。

（対象区：和栗・稲荷・内山・馬曲・平沢・上千石・
　　　　 千石・原大沢・西小路・部谷沢・糠千）

◉時間　午前９時～午前 10 時 30 分
◉場所　村体育館
◉内容　①避難所の体験
　　　　②防災用エアロシェルターの展示
　　　　③日赤奉仕団炊き出し訓練
　　　　④土砂災害模型展示
◉特典　来場者には防災グッズをプレゼント

防災展示のお知らせ

【共通】

　村体育館へ避難を開始してください。

※区によって時間に差があります。

※訓練では
対応なし

※自由参加

3

訓練当日は、屋外スピーカーや音声告知
端末、消防車両のサイレン等が流れます。

【対象区のみ】土砂災害訓練 ◉村消防団でも水防訓練を行います
　区の訓練実施後に、水防訓練などを行います。
　訓練時間は９時ごろからです。
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令
和
７
年
度決

算
概
要

【
政
策
情
報
係　
内
線
１
１
５
】

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
48
億
４
７
５
０
万
円

（
前
年
度
比
14
・
９
％
増
）、
歳
出
総
額

46
億
１
２
３
１
万
円
（
前
年
度
比
13
・
９

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
へ
繰
り
越
し
た
財
源

２
１
８
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、２
億
１
３
３
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
は
、
市
町
村
た
ば
こ
税
が

１
２
４
万
円
、
入
湯
税
が
48
万
円
減

少
し
た
も
の
の
、
村
民
税
個
人
分

が
２
４
８
３
万
円
増
加
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
6.5
％
増
の

４
億
３
８
６
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
入

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
が

５
３
２
６
万
円
、
特
別
交
付
税
が

４
１
２
４
万
円
と
、
と
も
に
増
加
し
た

た
め
、
総
額
で
は
前
年
度
比
4.4
％
増
の

22
億
４
８
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

２
０
８
８
万
円
減
額
し
た
も
の
の
、
児
童

手
当
国
庫
負
担
金
が
１
５
０
２
万
円
、
社　
　

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が
３
３
５
６
万

円
増
額
し
た
た
め
、
前
年
度
比
12
・
４
％

増
の
３
億
５
３
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
金
等
繰
入
金
は
、
財
源
調
整
の
た
め

財
政
調
整
基
金
か
ら
４
億
９
４
４
１
万
円

繰
入
（
年
度
内
に
繰
入
分
積
戻
し
）
し
た

ほ
か
、
繰
上
償
還
の
た
め
減
債
基
金
か
ら

７
２
８
５
万
円
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

か
ら
６
千
万
円
を
繰
入
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、
前
年
度
比

4.6
％
減
の
８
４
４
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
方
債
は
、
前
年
度
の
繰
越
事
業
も

含
め
て
過
疎
対
策
事
業
債
（
ハ
ー
ド
）

が
１
億
７
５
４
０
万
円
、
辺
地
債
が

３
５
８
０
万
円
の
増
と
な
り
、
前
年
度
比

１
２
５
・
６
％
増
の
４
億
６
０
５
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
出

48 億 4,750 万円

一般会計歳入 対前年度比 6 億 2,792 万円（14.9％）増

自主財源
14 億 1,335 万円

（29.2％）

依存財源
34 億 3,415 万円

（70.8％）

①

②

③

④
⑤
⑥

⑦

⑧

①地方交付税　22 億 4,856 万円（46.4％）
②国庫・県支出金　５億 3,614 万円（11.1％）
③地方債　４億 6,050 万円（9.5％）
④地方譲与税等交付金　１億 8,895 万円（3.9%）
⑤繰越金　9,180 万円（1.9％）
⑥使用料分担金その他　２億 5,442 万円（5.2％）
⑦繰入金　６億 2,852 万円（13.0％）
⑧村税　４億 3,861 万円（9.0％）

※（ ）は歳入に占める割合

固定資産税　２億 136 万円
村民税　１億 9,338 万円
軽自動車税　2,525 万円
たばこ税　1,792 万円、入湯税　70 万円

◉村税の内訳

【
用
語
の
解
説
】

〇
地
方
交
付
税

　

一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

〇
地
方
債

　

事
業
を
行
う
た
め
、
国
や
金
融
機
関

か
ら
借
り
た
お
金

〇
総
務
債

　

村
の
事
務
、
庁
舎
管
理
、
村
民
活
動

の
推
進
に
要
す
る
経
費

〇
民
生
費

　

児
童
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
、

福
祉
医
療
な
ど
に
要
す
る
経
費

〇
公
債
費

　

地
方
債
返
済
の
た
め
の
経
費
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総
務
費
は
、
前
年
度
比
28
・
８
％
増
の

10
億
９
２
４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
に
は
な
か
っ
た
国
政
選
挙
、
国
勢
調

査
の
実
施
、
人
件
費
２
０
６
７
万
円
、
積

立
金
２
億
１
１
０
２
万
円
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

衛
生
費
は
、
前
年
度
比
71
・
５
％
増
の

２
億
８
９
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
エ

コ
パ
ー
ク
寒
川
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
に

伴
う
、
岳
北
広
域
ご
み
処
理
処
分
施
設
費

分
担
金
１
億
１
１
２
６
万
円
の
増
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

歳
　
出

　

商
工
費
は
、
前
年
度
比
41
・
５
％
増

の
２
億
５
７
６
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
池
の
平
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業

４
７
３
９
万
円
、
臨
時
交
付
金
で
実
施
し

た
村
内
商
品
券
配
布
事
業
６
２
６
万
円
、

馬
曲
温
泉
公
園
管
理
運
営
事
業
４
５
０
万

円
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

教
育
費
は
、
前
年
度
比
12
・
１
％
増
の

４
億
２
７
７
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
小

中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業

費
６
４
１
５
万
円
、
農
村
交
流
館
改
修
事

業
１
５
３
５
万
円
、
屋
内
運
動
場
改
修
事

業
１
５
９
２
万
円
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

公
債
費
は
、
前
年
度
比
19
・
４
％
減
の

４
億
１
７
５
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
繰

上
償
還
の
元
利
金
８
６
１
８
万
円
の
減
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

46 億 1,231 万円

一般会計歳出 対前年度比 5 億 6,453 万円（13.9％）増

❶

❷

❸
❹

❺

❻

❼

❽
❾

❿

❶総務費　10 億 9,248 万円（23.7％）
❷民生費　８億 850 万円（17.5％）
❸土木費　６億 5,412 万円（14.2％）
❹教育費　４億 2,775 万円（9.3%）
❺公債費　４億 1,752 万円（9.1%）
❻農林水産業費　３億 9,552 万円（8.6％）
❼衛生費　２億 8,974 万円（6.3％）
❽商工費　２億 5,769 万円（5.6％）
❾消防費　２億 1,966 万円（4.8％）
❿議会費　4,898 万円（1.1％）
⓫災害復旧費　35 万円（0％）

※（ ）は歳出に占める割合

⓫

　

村
の
借
金
と
貯
金
の
状
況

◉
地
方
債
残
高
（
借
金
）

　

27
億
７
２
８
０
万
円

　
（
対
前
年
比
1.2
％
増
）

 

・ 

前
年
度
27
億
３
９
９
８
万
円

◉
基
金
残
高
（
貯
金
）

　

30
億
３
１
６
万
円

　
（
対
前
年
比
1.8
％
増
）

 

・ 

前
年
度
29
億
５
０
８
４
万
円

会計名 歳入 歳出 差引

一般会計 484,750 461,231 23,519

情報通信 6,191 6,097 94

奨学資金
貸付事業 461 432 29

会計名 歳入 歳出 差引

後期高齢者医療 8,164 8,161 3

国民健康保険 50,898 50,550 348

介護保険 59,095 58,172 923

小水力発電 2,029 2,020 9

観光施設 991 991 0

会計名 歳入 歳出 差引

水道事業
（収益事業勘定） 9,885 9,575 310

下水道事業
（収益事業勘定） 37,459 33,146 4,313

普
通
会
計
に
お
け
る

◆会計別決算の状況 （単位：万円）

◉普通会計

◉特別会計

◉公営企業会計



6

令
和
９
年
４
月
採
用
予
定

村
職
員
を
募
集
し
ま
す

村公式
ウェブサイト

　

次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
役
場
総
務
係
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
行
政
事
務
（
初
級
）

〇
受
験
資
格

 

・
年
齢

　

平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

 

・
学
力
等
要
件

　

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒

　
　

業
し
た
人
、
ま
た
は
、
令
和
９
年
３

　
　

月
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

②
採
用
後
に
村
に
住
民
登
録
し
、
居
住

　
　

す
る
人
。
た
だ
し
、
住
宅
等
の
確
保

　
　

が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

　
　

こ
の
限
り
で
は
な
い
。

◆
行
政
事
務
（
初
級
・
社
会
人
経
験
者
）

〇
受
験
資
格

 

・
年
齢

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月

　

２
日
生
ま
れ
の
人

 

・
学
力
等
要
件

　

①
民
間
企
業
な
ど
に
お
い
て
、
職
務
経

　
　

験
が
２
年
以
上
あ
る
人

　

②
採
用
後
に
村
に
住
民
登
録
し
、
居
住

　
　

す
る
人
。
た
だ
し
、
住
宅
等
の
確
保

　
　

が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

　
　

こ
の
限
り
で
は
な
い
。

【
共
通
事
項
】

◉
採
用
人
数　

各
区
分
で
若
干
名

◉
共
通
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
の
保
有

◉
試
験
日
程
（
全
区
分
共
通
）

 

・ 

第
一
次　

11
月
12
日
（

木
）

～
15
日
（

日
）

 

・
第
二
次　

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

※
追
加
試
験
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
受
付
期
間

　

10
月
13
日
～
11
月
４
日
（
水
）

◉
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

【
試
験
内
容
】（
全
区
分
共
通
）

◉
第
一
次
試
験

〇
対
象　

応
募
者
全
員

〇
内
容　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３

　
　
　
　
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
テ
ィ
ン
グ
）

〇
会
場　

任
意

※
期
間
内
に
各
自
の
Ｐ
Ｃ
で
都
合
の
良
い

　

日
時
に
受
験
）

◉
第
二
次
試
験

〇
対
象
者　

一
次
試
験
合
格
者

〇
内
容　

作
文
、
面
接
、
資
格
審
査

〇
会
場　

村
役
場

　

秋
の
ク
マ
の
特
性

◉
冬
眠
に
備
え
て
エ
サ
を
探
し
回
る

　

自
然
界
の
エ
サ
が
不
作
の
年
は
、
人
里

に
出
没
し
て
カ
キ
や
ク
リ
を
食
べ
ま
す
。

◉
11
月
中
旬
頃
か
ら
冬
眠
期

　

ク
マ
は
、
木
や
岩
の
す
き
間
、
穴
な
ど

の
空
間
で
冬
眠
し
ま
す
。
入
山
時
は
近
寄

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

◉
音
の
出
る
も
の
を
携
帯

　

ク
マ
は
人
の
気
配
を
感
じ
る
と
、
基
本

的
に
は
避
け
よ
う
と
し
ま
す
。
鈴
や
ラ
ジ

オ
な
ど
、
音
の
出
る
物
を
携
帯
し
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

◉
朝
夕
に
行
動
せ
ず
、
複
数
人
で
行
動

　

朝
夕
は
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
間

帯
で
す
。
こ
の
時
間
帯
に
山
中
に
入
る
こ

と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
１
人
で
は
な

く
、
複
数
人
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◉
周
囲
を
確
認
し
な
が
ら
移
動

　

キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
、
夢
中
に
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◉
食
べ
物
の
匂
い
を
漏
ら
さ
な
い

　

山
に
食
べ
物
を
持
ち
込
む
際
は
、
ク
マ

を
誘
引
し
な
い
よ
う
密
閉
し
、
責
任
を
持

っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

人
の
食
べ
物
の
味
を
覚
え
る
と
、
人
に

寄
り
付
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

里
地
に
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い

　

人
里
の
カ
キ
や
ク
リ
、リ
ン
ゴ
な
ど
は
、

放
置
す
る
と
ク
マ
を
誘
引
し
て
し
ま
い
ま

す
。
収
穫
し
な
い
果
樹
は
伐
採
し
て
お
く

か
、
周
囲
に
は
電
気
柵
を
設
置
す
る
な
ど

し
、
ヤ
ブ
は
刈
り
払
っ
て
見
通
し
を
よ
く

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
ゴ
ミ
も
管
理
を
徹
底
し
、
ク

マ
が
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

戸
締
り
の
徹
底
を

　

住
宅
や
車
庫
へ
ク
マ
に
入
り
込
ま
れ
な

い
よ
う
、
戸
締
り
を
行
い
、
人
身
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は

　

農
林
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

秋
のク

マ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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なるほど！マイナンバーカード

さまざまな場面で活躍！
今日から使う「マイナ保険証」
◉現在のスタンダードは「マイナ保険証」
　令和 6 年 12 月 2 日から、これまでの健康保険証の
新規発行が終了し、マイナンバーカードを健康保険証
として利用する「マイナ保険証」が基本となりました。

（マイナ保険証を使わない方には資格確認書が発行さ
れています）

◉ご利用になるために
　マイナ保険証を利用するには、事前にマイナポータ
ルや医療機関の窓口などで、「健康保険証としての利
用登録」を行う必要があります。
　　　　　　　　　　　　　　【住民係　内線１２３】

◉医療機関でデータを共有
　薬剤情報や特定健診結果などの医療データを共
有できるので、初めて受診する医療機関でも、よ
り良い医療が受けられます。
　また、救急医療においては、隊員が傷病者の受
診歴や、処方されたお薬などの医療情報を閲覧で
きることで、素早く適切な処置ができるほか、付
き添いの方の負担軽減にもつながります。
　なお、医療機関以外の第三者に病歴が知られる
ことはありません。
◉限度額適用認定証は必要なし
　高額療養費制度における限度額を超える支払い
が免除されます。
◉所得税の確定申告書の作成がラクに
　マイナポータル連携を利用して医療費通知情報
を取得し、必要事項を自動入力できます。
◉就職や転職、転居による変更なし
　マイナ保険証をそのまま使用できます。

マイナ保険証のメリット

　木島平米のブランド化に向け、村では毎年コンクールに出品しています。ここでは、平
成 20 年から 18 年連続入賞という高い評価を得ています。自身のお米の客観的な評価を確
認し、来年の栽培に活かすためにも、自慢のお米を出品し、全国に PR しましょう。

第 28 回   米・食味分析鑑定

コンクール国際大会

◉開催日　12 月５日（土）、６日（日）
◉会　場　福島県須賀川市
◉審査方法
○１次審査　食味分析計と穀粒判別器の数値
　　　　　　による審査（食味値が85点以上、
　　　　　　玄米整粒度 75％以上で通過）
○２次審査　味度計の数値による審査
○最終審査　炊飯し審査員の食味による審査

◉出品方法　玄米２㎏に必要書類と出品料を添えて、
　　　　　　 受付日に産業企画係までお持ちください。

◉出品料の補助を開始します。
　米・食味分析鑑定コンクール国際大会の他、
全国的な知名度を有する品評会等への出品料
に対して、上限５千円を交付します。
※交付要件や申請方法など詳しくは、村
　公式ウェブサイトをご確認ください。

受付日 発送日 出品料

① 10 月 14 日㈬、15 日㈭ 10 月 16 日㈮
5,000 円

② 10 月 21 日㈬、22 日㈭ 10 月 23 日㈮

③ 10 月 28 日㈬、29 日㈭ 10 月 30 日㈮ 5,500 円

【産業企画係　内線 143】
村公式

ウェブサイト
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村
で
は
、
馬
曲
温
泉
公
園
の
今
後
の
利

活
用
に
向
け
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
持
続
可
能
で
魅

力
あ
る
交
流
拠
点
と
し
て
の
再
生
を
目
指

し
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。

◉
実
施
結
果

　

募
集
期
間
中
に
３
者
の
事
業
者
か
ら
、

本
事
業
へ
の
参
加
表
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
事
業
提
案
書
類
の
提
出
期
限
（
令

和
８
年
９
月
16
日
）
ま
で
に
提
案
書
の
提

出
が
な
く
、
事
業
者
の
選
定
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◉
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

公
募
条
件
な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
再
募

集
の
可
能
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
施

設
の
除
却
も
含
め
、
施
設
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
を
行

い
ま
す
。

◆
用
語
解
説
「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」

　

官
公
庁
や
自
治
体
な
ど
が
事
業
実
施
者

を
選
ぶ
と
き
、
価
格
だ
け
で
な
く
企
画
提

案
の
内
容
や
技
術
力
、
専
門
性
な
ど
を
総

合
的
に
評
価
し
て
事
業
者
を
決
め
る
方
式

で
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
５
】

  

馬
曲
温
泉
公
園
利
活
用
事
業　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
結
果

  

村
特
産
品
開
発
推
進
奨
励

　
　

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
加
工

特
産
品
の
開
発
に
取
り
組
む
事
業
者
を
対

象
に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
「
つ
く
り
た
い
」
を
カ
タ
チ

に
す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
事
業

　

地
域
資
源
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
で
、

村
の
特
産
品
と
し
て
開
発
を
行
う
事
業

◉
補
助
額　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
（
上
限
１
０
０
万
円
）

　

※
同
一
補
助
対
象
者
へ
の
交
付
は
１
年

　
　

度
に
１
回
で
す
。

　

※
交
付
回
数
は
通
算
３
回

〇
対
象
経
費
の
一
例

 

・
生
産
や
販
路
開
拓
な
ど
に
関
す
る
調
査

 

・
研
修
な
ど
人
材
育
成
に
要
す
る
経
費

 

・
製
造
に
必
要
な
機
械
の
購
入
費
な
ど

◉
対
象
外
経
費

　

人
件
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
、
用
地
取
得

費
、
飲
食
費
な
ど

◉
そ
の
他

　

商
品
開
発
に
あ
た
り
、「
ど
ん
な
商
品

が
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
ご
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
多
様
な
商
品
知

識
を
持
つ
事
業
者
と
の
相
談
機
会
を
設
け

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
【
産
業
企
画
係　

内
線
１
４
１
】

  

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

◉
振
込
日　

10
月
15
日
（
木
）

◉
支
給
対
象
月　

８
・
９
月
分

◉
支
給
額

○
０
～
３
歳
未
満

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
５
千
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

○
３
歳
～
高
校
生
年
代

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

※
第
３
子
以
降
の
増
額
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
状
況
に
次
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
（
村
外
に
住
民
票
が
あ
る

　

配
偶
者
や
児
童
を
含
む
）

・
婚
姻
や
離
婚
な
ど
に
よ
る
、
児
童
の
養

　

育
状
況

・
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ
た

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
状
況

・
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

・
第
３
子
増
額
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
っ

　

て
い
る
19
～
22
歳
の
子
の
状
況

　
（
例
）
入
学
や
退
学
な
ど
進
学
先
の
状

　

況
が
変
わ
っ
た
、
退
職
や
就
職
、
結
婚

　

等
で
監
護
相
当
や
生
計
費
の
負
担
状
況

　

が
変
わ
っ
た　

な
ど

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

 

令
和
８
年
度
戦
没
者
・

 

満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
な

ら
び
に
満
州
開
拓
殉
難
者
を
追
悼
し
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
追
悼

平
和
祈
念
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
平
和
祈
念
講
演
で
は
、
木
島

平
村
中
学
校
２
年
生
に
よ
る
広
島
訪
問
に

向
け
た
事
前
学
習
発
表
が
あ
り
ま
す
。

終
戦
後
81
年
が
経
過
し
、
戦
争
体
験

者
が
少
な
く
な
っ
た
今
こ
そ
、
そ
の
体
験

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
つ
な

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◉
日
時　

11
月
６
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◉
場
所　

若
者
セ
ン
タ
ー
（
研
修
室
）

◉
平
和
祈
念
式
の
内
容

○
平
和
祈
念
講
演

　
「
被
爆
体
験
伝
承
講
和
～
受
け
継
い
だ

平
和
へ
の
篤
い
思
い
～
」

　

講
師　

辻　

靖せ
い

司じ　

氏

　
　
　
　
（
広
島
平
和
記
念
資
料
館
）

　
　
　
　

木
島
平
中
学
校
２
学
年	

○
追
悼
式　

黙
と
う
、
献
花　

ほ
か

◉
持
ち
物　

献
花
用
の
花

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
10
月
30
日（
金
）

　

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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人間ドック受診費用の助成をご利用ください
国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さんへ

【住民係　内線１２１】

　人間ドックを受診することで、生活習慣病をはじめとする体の異常を早期に発見し、重症化を防ぎます。
　自分の体のことを知り、健康寿命を延ばすために、一度受診してみませんか。

【助成金額】
◇人間ドック１泊２日
　　　　２５，０００円
◇人間ドック日帰り
　　　　２０，０００円
◇脳ドック
　　　　１５，０００円

▶
予
約
か
ら
助
成
ま
で
の
流
れ
▶

希望する医療機関へ人間ドックの予約

人間ドックを受診

発行された受診助成券を
医療機関へ提出して受診

医療機関の窓口で
費用を全額支払う

医療機関の窓口で
助成金額を差し引いた

費用を支払う

役場で助成金の申請

役場で受診助成券の申請

・領収書など支払が確認できるもの

・通帳など振込口座が分かるもの

・人間ドック結果書類

※脳ドックは、国民健康保険
　の被保険者のみ
※脳ドックは、各種人間ドッ
　クと重複申請可
※村のセット健診と重複して
　助成申請不可

その他の医療機関の場合北信総合病院・飯山赤十字病院
・みゆき会クリニックの場合

持
ち
物

① ②受診前に助成券を
受取るケース

受診後に助成金を
受取るケース

わが家の屋根は発電所になる？ 県の WEB サイトで答えが見つかる！
シリーズ　ゼロカーボン③

　太陽光への疑問をお持ちの方に、長野県が運営する
情報サイト「つなぐ信州屋根ソーラー」をご紹介します。
　このサイトでは、補助金情報、パネルの
導入方法といった具体的な情報のほかに、

「ポテンシャルマップ」「電気代削減シミュ
レーション」など、多くの方にあったコン
テンツが用意されています。

【導入を決めたら、村の補助金をご活用ください】
◉住宅用太陽光発電・蓄電設備設置費補助金
〇太陽光パネルのみ設置　最大 20 万円
〇蓄電池のみ設置　最大 15 万円
〇太陽光と蓄電池をセットで設置　最大 35 万円
ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　【政策情報係　内線１１４】

長野県公式
ウェブサイト

対象者 郵送 電子送付
令和８年１月１日～９月

30 日の間に保健料を納付

した方

令 和 ８ 年 10 月 下 旬 ～

11 月上旬にかけて順次

令和８年 10 月中旬～

下旬にかけて順次

令和８年 10 月１日～ 12

月 31 日の間に保健料を

納付した方

令和８年２月上旬

（※上記対象者を除く）

令和９年１月下旬か

ら順次（※上記対象

者を除く）

【住民係　内線１２３】

納めた国民年金保険料は、

　納付された方には右記のスケジュール
で、日本年金機構から「国民年金保険料
控除証明書」が送られます。申告書の提
出の時には必ずこの証明書または領収書
を添付してください。
　なお、ねんきんネットで電子送付を希
望された方には、書面郵送はありません。

◀日本年金機構
　公式ウェブサイト

詳細はこちらから

全額が社会保険料控除の対象です
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献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
は
、
一
番
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
様
々
な
技
術
が
進
歩
し
た
現
に
お

い
て
も
未
だ
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き

ず
、
長
期
間
の
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
時　

11
月
12
日
（
木
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
場
所　

木
島
平
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◉
種
類　

全
血
献
血
（
４
０
０
㎖
）

◉
年
齢

○
男
性　

17
歳
～
69
歳

○
女
性　

18
歳
～
69
歳

※
65
歳
～
69
歳
の
方
は
、
60
歳
～
64
歳
の

　

時
に
献
血
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方

◉
体
重　

男
女
と
も
50
㎏
以
上

◉
持
ち
物　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

①
献
血
手
帳

②
献
血
カ
ー
ド

③
献
血
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー
ビ
ス

　
「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
ア
プ
リ
」
搭
載
ス
マ
ホ

※
①
と
②
の
新
規
発
行
お
よ
び
更
新
は
終

　

了
し
て
い
ま
す
。
③
に
よ
る
ご
予
約
・

　

受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
初
回
の
方
は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
写

　

真
付
き
身
分
証
の

　

提
示
を
お
願
い
し

　

ま
す
。【

健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

ラブラッド
アプリ公式

ウェブサイト

  

水
道
の
漏
水
早
期
発
見
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
の
漏
水
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
見

え
る
場
所
だ
け
で
な
く
、
地
中
や
床
下
な

ど
で
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
定

期
的
に
メ
ー
タ
ー
や
料
金
を
確
認
し
、
早

期
発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。

◉
漏
水
を
疑
っ
た
ら
…

　

直
接
、
村
の
水
道
指
定
工
事
店
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
【
木
島
平

村　

指
定
工
事
店
】

で
検
索
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
【
環
境
整
備
係　

内
線
１
５
４
】

村公式
ウェブサイト

　

事
業
承
継
相
談
会
を

　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

村
で
は
、
長
野
県
と
共
同
で
、
承
継
に

係
る
不
安
や
困
り
ご
と
を
、
専
門
家
に
相

談
で
き
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

◉
日
時　

令
和
８
年
11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◉
場
所　

役
場
２
階
第
３
会
議
室

◉
留
意
事
項　

相
談
無
料
・
要
申
込

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
申
込
先　

商
工
観
光
係
ま
た
は
左
記
へ

　

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
（
２
１
９
）
３
８
２
５

　
　
　
　
【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

  

村
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
令
和
７

年
10
月
１
日
～
令
和
８
年
９
月
30
日
の
住

民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

◉
閲
覧
者　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

◉
目
的　

自
衛
官
お
よ
び
自
衛
官
候
補
生

の
募
集
に
関
す
る
案
内
の
送
付
な
ど

◉
閲
覧
日　

令
和
８
年
６
月
11
日

◉
閲
覧
範
囲

〇
地
域　

村
内
全
域

〇
対
象
・
年
齢
な
ど

　

出
生
年
月
日
が
平
成
20
年
４
月
２
日
～

平
成
21
年
４
月
１
日
で
、
日
本
国
籍
を
有

す
る
男
女

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
１
】

  

令
和
８
年
度

　
　

全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査

　

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
対
す
る
福
祉
対

策
の
充
実
に
役
立
て
る
調
査
で
す
。

◉
対
象
者

　

国
勢
調
査
を
元
に
、
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
母
子
・
父
子
世
帯
お
よ
び
父
母
の
い

な
い
児
童
の
い
る
世
帯

◉
調
査
基
準
日　

11
月
１
日
（
日
）

　
　
　
【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

中
島
区
が
宝
く
じ
の
助
成
金
で

　
　

防
災
用
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
地
域
活
動
助
成
事

業
」
を
活
用
し
、
中
島
区
が
防
災
用
品
一

式
を
整
備
し
ま
し
た
。

◉
整
備
品　

投
光
器
、
防
災
テ
ン
ト
２
張

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

◀▲
す べ て の
備 品 に 宝
く じ の 広
報 表 示 が
入 っ て い
ます。

　
も
っ
た
い
な
い
情
報

◉
譲
り
ま
す

 

・
ひ
な
壇
（
お
内
裏
様
、
お
雛
様
セ
ッ
ト
）

 

・
植
木
鉢
（
盆
栽
用
）

◉
譲
っ
て
く
だ
さ
い

 

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

 

・
ぶ
ら
下
が
り
健
康
機

　
（
有
料
な
ら
千
円
以
内
）

 

・
ダ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
（
木
製
）

 

・
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
〈
ア
ン
プ
な
ど
〉

　
（
有
料
な
ら
１
万
円
以
内
）

・
脱
穀
機
（
有
料
な
ら
１
万
円
以
内
）

　
　
　
　
【
環
境
整
備
係　

内
線
１
５
３
】
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賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に

　

長
野
県
消
費
生
活
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
得

５
か
条
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
心
得
５
か
条
】

〇
は
っ
き
り
断
る

〇
う
ま
い
話
は
ま
ず
疑
う

〇
気
軽
に
財
産
の
内
容
を
教
え
な
い

〇
署
名
・
押
印
は
う
か
つ
に
し
な
い

〇
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談

◉
相
談
先

　

長
野
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
３
（
４
０
）
３
６
６
０

  

中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
　
（
中
退
共
）
制
度
の
ご
案
内

　

こ
の
制
度
は
、中
小
企
業
の
事
業
主
が
、

従
業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き

る
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

国
か
ら
の
有
利
な
掛
金
助
成
や
、
税
法

上
の
優
遇
も
受
け
ら
れ
、
手
数
料
も
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加

入
で
き
ま
す
。

※
一
部
対
象
外
あ
り
。

◉
問
い
合
わ
せ
先

　

中
退
共
本
部

　

電
話　

０
３
（
６
９
０
７
）
１
２
３
４

　

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

中退共公式
ウェブサイト

　
10
月
は
「
個
別
労
働
紛
争

 

あ
っ
せ
ん
制
度
」
周
知
月
間
で
す

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
労
働
問
題
の
専
門
家
が
中
立
、
公
正

な
立
場
で
、
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
手
続
き　

簡
単
・
無
料

◉
そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ
先

　

北
信
労
政
事
務
所

　

電
話　

０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
３
２

　
米
袋
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
！

　

消
費
者
の
会
が
、
米
袋
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　

11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

◉
会
場　

農
村
交
流
館
ラ
ウ
ン
ジ

◉
持
ち
物　

米
袋
（
※
）、は
さ
み
、定
規
、

　
　
　
　
　

材
料
費
５
０
０
円
。

※
米
袋
は
古
く
て
も
可
、
米
袋
が
な
い
方

　

は
申
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◉
定
員　

先
着
10
名

◉
申
込
先　

消
費
者
の
会
・
小
林

　

電
話　

０
９
０
（

４
０
１
２
）

５
６
４
４

　
高
齢
者
向
け

　
　
　

体
験
型
交
通
安
全
教
室

　

楽
し
み
な
が
ら
反
応
速
度
や
注
意
力
・

判
断
力
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
験
型
の
交

通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　

11
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◉
会
場　

 

北
信
合
同
庁
舎
４
階
講
堂

　
　
　
　
（
中
野
市
壁
田
９
５
５
）

◉
対
象　

 

65
歳
以
上
の
方

◉
参
加
費　

無
料

◉
申
込
期
間　

10
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
11
月
２
日
（
月
）

◉
申
込
先

　

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
北
信
地
方
部

　

電
話　

０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
１
４

　
長
野
県
最
低
賃
金
が

　
　
　
　
　
　
改
定
さ
れ
ま
す

　

10
月
２
日(

金)

か
ら
、
長
野
県
最
低

賃
金
が
時
間
額
１
１
１
７
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

◉
賃
上
げ
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様
へ

　

長
野
県
で
は
、
中
小
企
業
を
支
援
す
る

た
め
、
設
備
投
資
な
ど
に
使
え
る
補
助
金

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
先

　

賃
上
げ
・
業
務
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｂ
ｉ
ｚ
サ
ポ
）

　

電
話　

０
５
０
（

５
８
０
５
）

４
８
７
８

　
農
業
用
生
産
資
材
価
格

　
　
　
　
　
　
高
騰
対
策
補
助
金

　

農
業
用
資
材
の
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
方
に
対
し
て
、
長
野
県
は
資
材

購
入
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
次
の
と
お

り
補
助
し
ま
す
。

◉
補
助
対
象
と
な
る
購
入
資
材

　

被
覆
用
ビ
ニ
ー
ル
、
マ
ル
チ
用
資
材
、

結
束
用
・
誘
引
用
資
材
、
支
柱
類
な
ど

◉
補
助
対
象
者

　

直
近
の
決
算
書
（
個
人
の
場
合
は
令
和

７
年
）
に
て
、
農
業
所
得
が
総
所
得
の
過

半
を
占
め
て
い
る
方

◉
補
助
金
額

　

決
算
書
に
て
「
諸
材
料
費
」
に
計
上
の

あ
る
経
費
に
０
・
２
を
乗
じ
た
額

※
対
象
経
費
が
５
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

※
申
請
は
１
回
限
り
で
、
10
万
円
を
限
度

◉
申
請
期
限　

12
月
31
日
（
木
）
ま
で

◉
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
農
業
用
生
産
資
材
価
格
高
騰
対

策
事
業
事
務
局

　

電
話　

０
５
０
（

８
８
９
７
）

０
５
４
５

〇
申
請
は
、
次
の
特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
を
、
ま
た
は
、
郵
送
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

長野県公式
ウェブサイト
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村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

有 

料 

広 

告

窓リフォームが補助金でお得に！

◆  先進的窓リノベ　２０２６事業  ◆

Tel　0269（82）2201　Fax　0269（82）3146
Mail　zyuuken@miy.janis.or.jp㈲ヤマザキ住研

夏は涼しく 冬は暖かく 光熱費削減

\  村民の方は特典付き！　詳しくは下記まで  /

　

昨
年
に
続
き
、
ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
『
お

食
事
処
馬
曲
川
』
に
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
を
実
施

し
、
計
24
名
と
お
子
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
移
住
者
等
交
流
会
」
と
は
、
新
し
く

木
島
平
村
に
移
住
し
て
来
ら
れ
た
方
や
、

新
し
い
お
隣
さ
ん
を
迎
え
た
地
元
の
方
々

が
、
お
互
い
に
知
り
合
い
、
交
流
す
る
き

っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
、
好
評
に

つ
き
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

◉
交
流
会
の
様
子

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
移
住
し
た
ば
か

り
の
方
か
ら
移
住
歴
10
数
年
の
方
、
そ
し

て
村
出
身
の
方
が
集
ま
り
、
大
い
に
会
話

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
の
テ
ラ
ス

席
で
は
、
み
ん
な
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
囲
み
、
お

子
さ
ん
が
虫
捕
り
を
し
た
り
と
、
夏
ら
し

い
雰
囲
気
を
満
喫
し
、
心
地
よ
い
夏
の
夜

を
遅
く
ま
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◉
移
住
者
の

　
　
　
気
持
ち

　

移
住
し
た
後

で
、
地
域
の
方

と
知
り
合
え
る

機
会
が
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、

不
安
な
声
を
聞

く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

移
住
定
住
推
進
係
と
し
て
は
、
移
住
さ

れ
た
方
が
地
域
の
中
で
孤
立
せ
ず
、
心
地

よ
い
距
離
感
で
村
全
体
や
地
域
の
み
な
さ

ん
と
関
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
に
、
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
移
住
者
等
交
流
会
開
催

　
東
京
で
の
移
住
相
談
会

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
、
全
国
規

模
の
移
住
相
談
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
近
隣
５
市
町
村
（
中
野
市
、
飯

山
市
、
山
ノ
内
町
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村
）

と
合
同
で
出
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

の
強
み
を
兼
ね
備

え
た
初
め
て
の
試

み
で
し
た
。

　

相
談
ブ
ー
ス
に

は
50
組
を
超
え
る

相
談
者
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

◉
移
住
希
望
の
理
由
と
村
自
慢

　

地
方
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。『
都
会
環
境
の
ス
ト
レ
ス
』『
理
想
の

子
育
て
環
境
』、
さ
ら
に
は
『
農
業
へ
の

転
職
』
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
多
く
の
方

が
地
方
暮
ら
し
な
ら
で
は
の
魅
力
を
求
め

て
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
木
島
平
村
に
は
、
ま
ず
都
会

の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
満

員
電
車
や
人
混
み
な
ど
は
無
縁
で
す
し
、

自
然
豊
か
な
子
育
て
環
境
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
、
東
京
と
の
ア
ク
セ
ス
も
便

利
で
す
。
そ
れ
を
都
会
の
方
に
お
伝
え
す

る
と
本
当
に
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
し
、
雪

が
お
好
き
な
方
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
言

う
こ
と
な
し
の
最
高
の
村
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
貴
重
な
移
住
相
談
会
で

は
、
今
後
も
木
島
平
村
の
フ
ァ
ン
が
さ
ら

に
増
え
る
よ
う
、
木
島
平
村
の
魅
力
発
信

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

８
月
21
日

９
月
12
・
13
日
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現
在
、
調
布
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
「
調
布
Ｆ
Ｍ
」
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出

演
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
新
鮮
屋
か
ら
の

お
知
ら
せ
、
村
の
観
光
情
報
な
ど
、
木

島
平
村
の
「
今
」
を
、
調
布
市
の
皆
さ

ん
に
向
け
て
楽
し
く
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

■
番
組
名

　

調
布
Ｆ
Ｍ「
午
後
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」

■
出
演

　

毎
月
第
３
木
曜
日　

午
後
１
時
頃

■
ラ
ジ
オ
を
聴
く
に
は

　

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ラ
ジ
オ

局
公
認
の
無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

観
光
振
興
局
通
信高倉　大

だい

真
し ん

166 

   

調
布
Ｆ
Ｍ

  「
午
後
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」
で

  

木
島
平
村
の
魅
力
を
発
信
中
！

　

　　

ど
う
も
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
で
す

…
…
違
う
か
！

　

改
め
ま
し
て
こ
ん
に
ち
は
！
観
光
振
興

局
の
高
倉
で
す
。
肉
ま
ん
と
焼
き
芋
が
美

味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
！

　

実
は
私
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
ソ

ワ
ソ
ワ
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
だ
っ

て
秋
祭
り
の
季
節
だ
か
ら
！
（
笑
）。
私

の
地
元
に
は
獅
子
舞
な
ど
の
伝
統
が
な
か

っ
た
の
で
、
村
の
秋
祭
り
は
ど
こ
を
見
て

も
新
鮮
そ
の
も
の
！
今
年
で
３
回
目
の
秋

祭
り
め
ぐ
り
で
し
た
が
、
地
区
ご
と
に
全

然
違
う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
獅
子
や
カ
ッ
コ
い

い
天
狗
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
笛
の
音
色
や
音

楽
が
あ
っ
て
、
何
回
見
て
も
「
次
は
ど
ん

な
お
祭
り
だ
ろ
う
！
」
と
大
興
奮
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

し
か
も
去
年
か
ら
は
見
る
だ
け
に
と
ど

 

秋
空
に
響
く
太
鼓
の
音
！

 

今
年
も
ア
ツ
い
木
島
平
の
秋
祭
り

ま
ら
ず
、
祭
典
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

「
仕
掛
け
る
側
」
に
も
ド
ッ
プ
リ
参
戦

中
！

　

準
備
か
ら
地
域
の
み
な
さ
ん
と
ワ
イ

ワ
イ
汗
を
流
し
、
当
日
を
迎
え
る
あ
の

高
揚
感
は
も
う
最
高
で
す
。
見
る
側
か

ら
や
る
側
に
な
っ
て
も
、
ワ
ク
ワ
ク
感

は
増
す
ば
か
り
！

　

地
域
ご
と
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
熱
い
お
祭
り
魂
に
触
れ
て
、
ま
す

ま
す
木
島
平
村
が
大
好
き
に
な
っ
た
秋

で
し
た
。
み
な
さ
ん
、
今
年
も
最
高
の

お
祭
り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

◀▲庚区の「ひょっとこ」
　　として祭礼に参加

　

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員
の
島
﨑
光
太

で
す
。
今
回
は
２
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

   

中
学
生
職
場
体
験

　

９
月
中
旬
、
新
鮮
屋
に
市
内
の
中
学

生
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

店
頭
に
並
ぶ
木
島
平
産
の
野
菜
を
見

て
、「
こ
れ
は
な
ん
て
い
う
野
菜
？
」「
ど

う
や
っ
て
食
べ
る
の
？
」と
興
味
津
々
。

品
物
の
陳
列
や
接
客
に
も
、
不
慣
れ
な

が
ら
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

職
場
体
験
が
終
了
し
た
後
日
、
な
ん

と
そ
の
中
学
生
が
、
再
び
新
鮮
屋
に
顔

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
短
い
体
験
で

し
た
が
、
お
店
を
思
い
出
し
て
訪
ね
て

く
れ
た
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

今
回
の
職
場
体
験
を
き
っ
か
け
に
、

野
菜
だ
け
で
な
く
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

木
島
平
村
そ
の
も
の
に
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

▲中学生が描いてくれた
　店頭のポップ
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健　康

だより

健康福祉係
内線１２７

良
質
な
睡
眠
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

睡眠の質を見直しましょう

睡眠時間を確保しましょう

　人生の 1/3 は睡眠時間とされています。みなさんは良い睡眠をとれていますか？
　今月は、良質な睡眠をとるためのコツをご紹介します。

【睡眠の役割】

　睡眠の役割は、脳や身体の休養、疲労回復、免疫力の向上、
記憶の固定、感情整理　など多岐にわたります。

　良質な睡眠のためには、睡眠時間の確保が重要です。
　個人差はあるものの、必要な睡眠時間は年齢が若いほど長く、高齢になるほど短く
なります。20 ～ 59 歳では 6 ～ 8 時間、高齢者では 6 時間前後が適正な睡眠時間と
考えられます。
　また、冬は夏に比べて睡眠時間が長くなるなど季節の
影響を受けたり、1 日の活動量などによっても、必要な
睡眠時間は変わってきます。

睡眠の質を上げるには

　次の３つのポイントを見直しましょう。

◉生活リズムと環境の改善
　人間には「体内時計」が備わってい
ます。この調整が重要です。
　朝、日光を浴びると、リズムがリセ
ットされて整います。反対に、就寝前
の強い光（照明やブルーライトなど）
は悪影響で、リズムを乱します。
　温度や音も重要なポイントです。就
寝前の温度は適温がベストです。

◉活動量や食事の改善
　日中にどのぐらい活動したかが、必
要な睡眠時間や質に関係します。
　特に朝食には、日光と同じく、体内
時計の調整をする働きがあります。
　逆に、寝る前に夜食や間食をとるこ
とは、翌朝の睡眠休養感や睡眠の質を
低下させてしまいます。就寝前の食事
は避けましょう。

◉嗜好品の成分には要注意
◆カフェイン（覚醒作用）
　1 日の摂取量が多いほど、深い睡眠が
減少し、睡眠時間も短くなります。コー
ヒーの場合、１日の目安はカップ 2 杯
分です。夕方以降はカフェインを含む食
品を控えることがおすすめです。
◆アルコール
　睡眠の前半では寝つきを良くします

が、後半は眠りの質がとても悪くなり、
途中で目覚めてしまいます。
◆たばこ（ニコチンによる覚醒作用）
　睡眠前の喫煙でニコチンを摂取する
と、睡眠の質が低下します。
　紙巻たばこだけでなく、電子たばこ
や加熱式たばこでも、ニコチンを含ん
でいれば同様の影響があります。
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

活
動
紹
介
！
～
み
ん
な
で
「
健
康
」
を
考
え
ま
し
ょ
う
～

イメージキャラクター
シールぼうや

◆「認知症サポーター」とは？

　認知症サポーターは、認知症のことを正しく理
解し、地域や職場で認知症の人やその家族を温か
く見守り、支援する「応援者」です。

◆認知症サポーター養成講座のご案内

地域包括支援センターでは、認知症サポーター
になるための講座を開催します。“ 認知症の人は
どんな気持ちでいるの？ ”“ どんな風に接したら
いいの？ ” など、認知症について一緒に学び、考
えてみませんか？みなさんのご参加をお待ちして
います。

【講座の情報】
◉日時　10 月 28 日（水）
　　　　午前 10 時～午前 11 時 30 分
◉場所　役場第一会議室 
◉参加費　無料
◉申込み〆切　10 月 21 日（水）
◉その他　
〇受講された方には、認知
症サポーターカードとロバ
隊長のマスコットを差し上
げます。
〇送迎を希望される場合は、申込時にお伝え
ください。

　

保
健
補
導
員
会
で
は
、
家
族
、
友
人
、

隣
近
所
な
ど
村
民
の
み
な
さ
ん
へ
健
康

の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◉
主
な
活
動

 

・
各
種
健
診
の
申
し
込
み
書
の
取
り
ま

と
め
。
受
診
勧
奨
な
ど

 

・
学
習
会
や
県
研
究
大
会
、
研
修
視
察

で
健
康
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

◉
そ
の
他
の
活
動

　

ふ
う
太
ネ
ッ
ト
で
の
健
康
体
操
の
放

映
、
村
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
使
う
お
尻
拭
き
布
切
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動
な
ど
。

◆
複
十
字
シ
ー
ル
募
金

◆
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◉
期
間　
９
月
１
日
～
10
月
31
日（
土
）

◉
募
金
箱
設
置
場
所　

　

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
は
、
が
ん
検
診
受
診
率
60
％
以

上
達
成
に
向
け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
で
す
。
受
診
に
よ
り
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◉
村
で
受
診
可
能
な
が
ん
検
診

〇
胃
が
ん
検
診(

時
間
予
約
制) 

 

・
日
程　

10
月
20
日
（
火
）、

　
　
　
　
　
　

21
日
（
水
）

　
　
　
　

11
月
４
日
（
水
）
※　
　
　
　
　

　
　
　
　

※
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
セ
ッ

　
　
　
　
　

ト
健
診
と
同
日
で
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
【
健
康
福
祉
係　
内
線
１
２
７
】

◆
乳
が
ん
検
診
費
用
一
部
補
助

　

40
～
74
歳
の
人
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
を
受
け
た
翌
年
に
、
個
人
で
医
療

機
関
の
超
音
波
検
査
を
受
診
し
た
場

合
、
千
円
の
補
助
を
し
ま
す
。
健
康
福

祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◉
保
育
園
の
定
員
と
受
入
年
齢

○
定
員　

１
６
０
人

○
受
入
年
齢　

生
後
６
か
月
か
ら

◉
開
所
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

◉
保
育
時
間

　
（
就
労
時
間
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
）

○
保
育
標
準
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
保
育
短
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
保
育
料

　

保
護
者
の
住
民
税
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
入
園
児
の
年
齢
や
世
帯
の
子
ど
も
の

数
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
希
望
保
育
の
実
施

　

す
べ
て
の
土
曜
日
を
希
望
保
育
と
し
、

申
込
制
に
よ
る
保
育
を
実
施

◉
延
長
保
育　

　

月
単
位
ま
た
は
１
日
単
位
で
利
用

○
実
施
時
間

朝　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

夕
方　

午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

◉
信
州
や
ま
ほ
い
く
の
取
組
に
つ
い
て

　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
、
信
州
や
ま
ほ
い

く
（
信
州
型
自
然
保
育
）
の
認
定
を
受
け
、

自
然
の
中
で
全
身
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び

を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
自
然
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
の
心
が
揺
り
動
か
さ
れ
、
楽
し
み
、
驚

き
等
々
の
感
情
を
日
常
的
に
経
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感

性
を
育
み
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
　
【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

　

来
年
４
月
か
ら
お
ひ
さ
ま
保
育
園
へ
入

園
を
希
望
さ
れ
る
未
就
学
児
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

年
度
途
中
の
入
園
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
職
員
の
配
置
や
ク
ラ
ス
の
受

け
入
れ
準
備
な
ど
の
た
め
、
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
申
込
期

間
に
で
き
る
だ
け
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◉
必
要
書
類

①
申
込
書

②
就
労
証
明
書

◉
申
込
書
の
配
付
お
よ
び
提
出
先

 

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

 

・
役
場
窓
口
（
子
育
て
支
援
係
）

◉
申
込
期
限

　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
２
月
上
旬
頃
に
面
接
予
定
を
し
て
い

　

ま
す
。
通
知
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
先

 

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

　

電
話　

０
２
６
９
（
８
２
）
１
５
１
５

 

・
子
育
て
支
援
係

　

電
話　

０
２
６
９
（
８
２
）
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
６
１

村公式
ウェブサイト

やまほいく
ウェブサイト

令
和
９
年
度

新
入
保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

 

申
込
方
法

保
育
園
の
概
要

自
然
保
育
の
実
践

有 

料 

広 

告
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

　

９
月
18
日
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
お
ひ
さ
ま
保

育
園
に
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

園
全
体
の
見
学
が
終
わ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
積
極
的
に
「
ね

ー
ね
ー
！
靴
買
っ
て
も
ら
っ
た
ん
だ

よ
！
」「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
！
」

と
話
し
か
け
、学
生
の
皆
さ
ん
は「
う

ん
う
ん
」「
か
っ
こ
い
い
ね
！
」な
ど
、

子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
て
し
ゃ
が

み
、
に
こ
や
か
に
話
し
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

30
分
ほ
ど
の
交
流
で
し
た
が
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
と
も
ま
た
、
木
島
平
に
遊
び
に

来
て
、
子
ど
も
た
ち
の
話
を
た
く
さ

ん
聞
い
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

待
っ
て
る
ね
！

　

９
月
11
日
、
１
年
生
の
保
護
者
を

対
象
に
、
給
食
の
試
食
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー

の
給
食
を
、
ど
の
く
ら
い
の
量
食
べ

て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
企

画
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
給
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
っ
て
も
嬉

し
そ
う
で
し
た
。

給
食
の
後
に
は
、
保
護
者
に
向
け

て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
小
林
先
生
か

ら
、
献
立
を
作
る
際
に
気
を
つ
け
て

い
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
、
塩
分
の
こ

と
、
ま
た
、
調
理
の
際
に
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
、
戸
倉
上
山
田
中
学
校

長
の
西
澤
真
一
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
合
唱
の
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
の
歌
声
を
聴
き
、
的

確
に
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
全
校
合
唱
「
大
地
讃さ
ん

頌し
ょ
う」

で
は
、
熱
意
溢
れ
る
指
導
で
生

徒
た
ち
の
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
な
が

ら
歌
唱
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ

さ
り
、
歌
う
た
び
に
歌
声
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
「
き
れ
い
な
歌
声
」
の
響
く
け
や

き
祭
に
向
け
て
、
各
ク
ラ
ス
は
さ
ら

に
歌
声
を
磨
き
ま
し
た
。

   

給
食
試
食
会

 

合
唱
指
導

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

 

お
ね
え
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

聞
い
て
！▲短い時間で、いろんな

　お話ができました

▲家族での給食は、新鮮な体験

▲けやき祭に向けて猛特訓



18

　

日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

歩
行
者
が
被
害
に
遭
う
事
故
が
増
加
し

ま
す
。

◉
特
に
注
意
！
「
魔
の
時
間
帯
」

　

午
後
５
時
か
ら
午
後
７
時
に
か
け
て

は
、
特
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

ラ
イ
ト
で
お
互
い
の
位
置
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

 

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

 

・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

〇
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

ラ
イ
ト
や

夜
光
反
射
材

を
活
用
し
、

相
手
に
位
置

を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。

 

夕
～
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

二学期が

始まりました

土の中にある鉄の

量を調べよう

第２回

農林 DE リフレッシュ

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
く
８
月
24
日
、
本

校
体
育
館
で
二
学
期
の
始
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

校
長
先
生
の
講
話
で
は
、
歴
史
的
な
出

来
事
を
当
時
の
視
点
で
見
る
と
、
全
く
異

な
る
印
象
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

視
点
で
物
事
を
見
る
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
学
期
は
、
三
学
期
の
ま
と
め
の
時
期

に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
す
る

た
め
、
最
も
学
業
で
つ
ま
ず
き
や
す
い
時

期
で
す
。
多
角
的
に
物
事
を
見
る
と
い
う

話
が
、
今
後
の
学
び
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

始
業
式
に
続
い
て
、
全
国
高
校
そ
ば
打

ち
選
手
権
大
会
で
入
賞
し
た
４
名
の
生
徒

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。運
動
部
も
含
め
、

来
年
度
の
大
会
や
秋
の
新
人
戦
に
向
け
て

部
活
動
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

環
境
創
造
コ
ー
ス
の
３
年
生
２
名
が
、

課
題
研
究
と
し
て
い
る
微
生
物
燃
料
電
池

の
出
力
向
上
の
た
め
、
分
析
機
材
の
あ
る

長
野
県
農
業
試
験
場
（
須
坂
市
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
電
池
の
燃
料
と
な
る
土

壌
中
の
鉄
の
含
有
量
が
、
電
池
の
出
力
に

関
係
し
て
い
る
と
仮
定
し
、
検
証
の
た
め

何
種
類
か
の
土
壌
を
用
い
て
電
池
を
作
成

し
て
、
運
用
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

試
験
場
の
協
力
の
も
と
、
用
意
し
た
土

壌
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
鉄
含
有
量
を
計

測
・
比
較
し
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
研
究
の
成
果
発
表
は
、
来
年

１
月
30
日
（
土
）
に
行
わ
れ
る
発
表
会
で

公
開
さ
れ
ま
す
。
貴
重
な
学
び
の
場
を
ご

用
意
し
て
い
た
だ
い
た
長
野
県
農
業
試
験

場
の
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

８
月
22
日
に
第
２
回
農
林
Ｄ
Ｅ
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
飯
山
市
の
小
学
生
21
名
が
参

加
し
、「
鉋

か
ん
な
く
ず
ア
ー
ト
」「
竹
の
水
鉄
砲

と
食
器
製
作
」「
流
し
そ
ば
」
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

　

竹
を
切
り
出
し
て
作
っ
た
水
鉄
砲
の
試

し
打
ち
で
は
「
め
っ
ち
ゃ
飛
ん
で
る
！
」

と
歓
声
が
上
が
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
同
じ
く
竹
で
食
器
を
作
り
、
そ

ば
打
ち
大
会
で
優
勝
し
た
生
徒
が
打
っ
た

そ
ば
を
用
意
し
て
、
流
し
そ
う
め
ん
の
よ

う
に
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

　

今
回
の
活
動
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
同

好
会
と
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
部
の
生
徒

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
笑
顔
で
楽
し
ん
で
く
れ
る
小
学
生
と

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
学
び
を
得
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊽

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
　

研
修
会
in
木
島
平
を
開
催

　

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
研
修
会
が
８
月
29
日
、
若
者
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
「
学
校
運
営
協
議
会
の

新
た
な
形　

学
校
を
核
に
し
た
村
づ
く

り
の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
貝か
い

ノの

瀬せ

滋
し
げ
る

氏
（
三
鷹
教
育
・
子
育
て
研
究
所
所
長
）

に
よ
る
講
演
、
第
２
部
で
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
「
こ
れ
か
ら
の
次
代
、
学

校
と
地
域
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
テ

ー
マ
に
熟
議
を
行
い
、
多
世
代
が
真
剣

に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

第
１
部　

講
演

　

講
演
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
「
自
分
の
居
場
所
と
感

じ
ら
れ
る
場
所
」
が
大
切
だ
と
い
う
お

話
で
し
た
。

　
「
地
域
に
何
が
あ
る
か
」
だ
け
で
は

な
く
、「
地
域
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
、

　

子
ど
も
た
ち
の
経
験
の
た
め
に
、
学
校
と
地
域
が
で
き
る
こ
と

多
様
な
人
と
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
経

験
を
し
た
か
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

言
葉
か
ら
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
の
意
義

を
、
改
め
て
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
三
鷹
市
で
実
践
さ
れ

て
い
る
「
学
校
３
部
制
」
に
つ
い
て
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
を
「
学
校
教

育
の
場
」
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
地
域
の

共
有
地
「
コ
モ
ン
ズ
」
と
し
て
捉
え
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
と
っ
て
も

学
び
や
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
で
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
取
組

み
で
す
。
こ
う
し
た
実
践
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
可
能
性
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部　

熟
議

　

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
木

島
平
の
す
き
な
と
こ
ろ
」「
10
年
後
、

ど
ん
な
村
に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
か
」

「
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
で
き
る
こ
と
」

と
い
う
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
自
由
に

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

る
中
、「
大
人
が
子
ど
も
に
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
が
大
人
に
教
え
る

機
会
も
増
や
し
た
い
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
世
代
を
超
え
て
学
び
合
う
こ
と

の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　　

今
回
の
対
話
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど

も
大
人
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
み
ん

な
で
木
島
平
の
未
来
を
考
え
、
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
生
涯
学
習
係

電
話  

０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

  

フ
ォ
ト
ク
イ
ズ
in
木
島
平
を

　
　
　
　
　
　

   

開
催
し
ま
す

  

ス
マ
ホ
を
持
っ
て

          

村
内
を
巡
ろ
う
！

　

９
月
12
日
か
ら
11
月
８
日(

日)

ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
村
内
23
か
所
に
設
定

し
た
謎
解
き
ス
ポ
ッ
ト
を
、
写
真
の
ヒ
ン

ト
を
頼
り
に
探
し
出
し
、
指
定
の
写
真
を

撮
影
し
て
応
募
す
る
、
参
加
無
料
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◉
対
象
と
な
る
場
所

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、「
知
っ
て
い
る
よ

う
で
実
は
じ
っ
く
り
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
」
場
所
が
対
象
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
や

お
友
達
と
、あ
る
い
は
観
光
で
来
た
方
も
、

普
段
の
生
活
圏
を
少
し
違
う
目
で
歩
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◉
参
加
方
法

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ひ
と
つ
で
、
何
日
か

に
ま
た
が
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
も
可
能

（
応
募
は
１
人
１
回
の
み
）。
集
め
た
ポ
イ

ン
ト
の
上
位
20
名
様
に
は
、
豪
華
賞
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◉
イ
ベ
ン
ト
詳
細

　

村
内
各
所
に
設
置
の

マ
ッ
プ
や
、
Ｆ
Ｍ
長
野

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
観
光
振
興
局　

   

電
話　

０
２
６
９
（
８
２
）
２
８
０
０
】

FM 長野
公式

ウェブサイト

▲講師の貝ノ瀬先生

▲まとめられた意見を発表中
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◆ローラースキー（クラシカル）【20 日】
　◉高校・一般男子 10㎞
　　９位　森　稟

り お

桜
　　　　　　　　（自衛隊体育学校・中町）
　◉高校女子 7.5㎞
　　３位　森　美

み こ

心
　　　　　　（中野立志館高校３年・中町）
※ローラースキー（フリー）入賞者なし
◆ローラースキー（スプリント）【21 日】
　　優勝　森　稟桜

◆ノルディックマラソン【22 日】
　◉高校・一般女子４km
　　６位　森　美心
　◉小学 5・6 年男子 2.5km
　　２位　石川　蓮

は す ま

麻（６年・北鴨）
　　８位　嘉部　蒼

そ う た

汰（６年・中町）
　◉小学 3･4 年女子 2.5km
　　４位　石川　依

え ま

茉（４年・北鴨）
　◉小学 1･2 年女子 1.3km
　　２位　長坂　麻

あさ

（２年・大町）

FIS・SAJ 公認 2026 全日本選抜木島平サマーノルディック大会
2026 木島平サマーノルディックマラソン大会結果

　９月 19 日から 22 日にかけてサマーノルディック大会が行われました。今年
度は例年開催している 3 種目に加え、国内初開催となるスプリント競技も
行われました。
　３日間の延べ参加人数は 1,400 人を数え、北海道・青森・新潟などの強
豪チームのみならず海外の選手も出場し、熾烈な争いが繰り広げられました。

（紹介は入賞者のみ、選手名敬称略）【生涯学習係　電話 0269（82）2041】

村公式
ウェブサイト

順　位 ソフトバレーボール マレットゴルフ ソフトボール

優　勝 ふう太りんず B
（木島平村） 木島平 A  ノザワスパーズ

（野沢温泉村） 

準優勝 ふう太りんず A
（木島平村） 木島平 B 穂波温泉ソフト

（山ノ内町）

第３位 メリメロ
( 山ノ内町 ) 木島平 C 木島平ソフトボールクラブ

（木島平村） 

　９月 27 日に行われた大
会結果をお知らせします。
 木島平村の出場チームも
活躍しました。

【生涯学習係　
　電話 0269（82）2041】

令和８年度 下高井郡球技大会 試合結果

▶
ス
プ
リ
ン
ト
優
勝
の
森
稟
桜
さ
ん
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特殊詐欺の脅威が迫っています

飯山警察署からのお知らせ
【相談先】
電話０２６９（６２）０１１０

◉「オレオレ詐欺」の被害が深刻化しています。
　近年の手口は非常に巧妙化しており、長野県内でも、
その件数や被害額も上昇傾向にあります。
◉電話で「お金」と言われたら…
　相手からお金を求める話があった場合は、いったん
電話を切り、家族や飯山警察署に相談するということ
が、被害防止にとても有効です。

◉被害防止対策アプリのご紹介
　警察庁推奨アプリは、ＮＴＴとの連携により特殊詐
欺等の疑いがある電話番号から着信があった際に、そ
の旨を画面上に表示して注意を促すほか、特殊詐欺に
利用されたことのある国際電話番号等を着信拒否にす
る機能を備えています。アプリの導入により、不審電
話を大幅に減らすことができます。

アプリのダウンロードはこちらから。

◉アイフォンをお使いの方
　（上）「詐欺対策」
　（下）「詐欺バスター Lite」
の２つをダウンロードしてください。
◉アンドロイドをお使いの方
　（上）「詐欺対策」をダウンロードし
てください。

◉「ニセ警察官」の指示には要注意！
　「ニセ警察官」は、皆さんの不安をあおって金銭を
要求してきます。次の４点に気をつけて、だまされな
いよう注意しましょう。
◆警察が SNS 等で連絡することはありません。
◆警察が警察手帳や逮捕状の画像を送信したり、ビデ
　オ通話を見せることはありません。
◆警察が逮捕を免れることを理由に、金銭の支払いを
　指示することはありません。
◆警察が「+（プラス）」で始まる電話番号で電話をす
　ることはありません。

令和３年４月１日以降に婚姻届を提出された方

万円

・婚姻から 3 年以内に夫婦ともに村に住民登録している
・婚姻し、夫婦ともに村に住民登録してから１年以上居住
  実態があり、かつ将来にわたり村に定住する意思がある

・婚姻時の年齢が夫婦ともに 40 歳以下である　など
【申請期限】要件を満たした日から１年以内

交
付
要
件

詳しくは健康福祉係（内線 124）までお問合せください。

０２
結婚祝金

結婚された二人をお祝いします

　
　
　

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

◆
陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科
学
校
生
徒

◉
資
格　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◉
受
付　

・
推
薦　

～
11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

・
一
般　

～
１
月
14
日
（
木
）

◉
試
験
日　

 

・
一
次　

令
和
９
年
１
月
中
に
指
定

 

・
二
次　

令
和
９
年
２
月
中
に
指
定

◆
第
３
回
一
般
曹
候
補
生

◉
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◉
受
付　

～
11
月
20
日
（
金
）

◉
試
験
日

 

・
一
次　

11
月
28
日
（
土
）
～
12
月
６
日

　
　
　
　
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

 

・
二
次　

令
和
９
年
１
月
９
日
（
土
）
～

　
　
　
　

12
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日

◆
第
３
回
２
等
陸
・
海
・
空
士

◉
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◉
受
付　

11
月
16
日
（
月
）
ま
で

◉
試
験
日　

 

・
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
（
学
科
試
験
）　

　
　
　
　
　
　

11
月
25
・
26
日
（
水
・
木
）

　
　
　
　
　

・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

　
　
　
　
　
　

11
月
28
日
（
土
）

◉
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

電
話　

０
２
６
（
２
３
５
）
６
０
２
６
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10月
村税等の口座振替日は 10月 26 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和８年９月 令和７年９月 前年同月比

61,200kg 61,820kg 99%

燃えない
ごみ処分量

令和８年９月 令和７年９月 前年同月比

3,290kg 3,270kg 101%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 840kg 26.0 円 /kg 24,024 円

雑　誌 2,360kg 16.0 円 /kg 41,536 円

段ボール 1,080kg 16.0 円 /kg 19,008 円

紙パック 　30kg 6.0 円 /kg 　　198 円

合計 84,766 円

令和８年９月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告

■ 10 月の納付税目等

 ・ 村県民税
 ・ 国民健康保険税
 ・ 介護保険料
 ・ 後期高齢者医療保険料
■納期限は　11 月２日（月）です。

村税の納付をお忘れなく

社協関係の行事は 36ページ
「社協の予定」をご覧ください。

20

火
　

21

水　

22

木　

23

金　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

24

土　

村
長
の
太
鼓
判
発
売
イ
ベ
ン
ト　

10
時
～

25

日　

村
ぐ
る
み
防
災
訓
練

　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

26

月　

村
６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
～

27

火　

28

水　

粗
大
ご
み
回
収
（
～
29
日
）

29

木　

30

金　

木
島
平
小
学
校
音
楽
祭　

９
時
～

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
庚
）
18
時
～

31

土　

村
民
祭　

８
時
45
分
～

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口
開
設    

９
時
～
13
時

1

日

2

月　

3

火　

木
島
平
つ
な
が
り
フ
ェ
ス
タ　

8
時
40
分
～
13
時

4

水　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～
17
時

5

木　

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

【税務会計係　内線１１２】

文
化
の
日
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11月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 2 25 野沢温泉村 0 0 12 その他 0 0 7

飯山市 0 2 124 栄村 0 0 12 《合計》 0 4 180

件 件 件 件 件件 件件 件９月の出動件数（岳北消防本部）

つけたなら けすまで消えない その「責任」

【10 月 20 日㈫～ 11 月 19 日㈭】

ね人
権
か
る
た

　

ね
む
り
か
ら　

さ
め
よ
う　

や
さ
し
さ
と　

友
情

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉ B 型肝炎・ロタウイルス
　：10 月 26 日㈪
◉水痘：11月19 日㈭

日にち：11 月12 日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30
対象：令和８年 4 月 生

うまれ

日にち：11 月11日㈬
場所：保健センター
受付：13：00 ～ 13：30
持ち物：母子手帳、オムツ、バスタオル
対象：  令和５年９月・10 月生
　　　令和６年９月・10 月生
　　　令和 7 年３月・４月・10 月・
　　　　　　　11 月生
　　　令和８年３月・４月・６月・
　　　　　　　７月生

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園プレイルームを開
放します。
日時：保育園の開所している㈪～㈮
　　   9：00~11：30
場所：おひさま保育園プレイルーム　

予 防 接 種 乳幼児健診

◉ 10 月 30 日㈮　10：30 頃～
　※曜日が異なるのでご注意ください。
　「親子ふれあいリトミック」
　音楽に合わせて体を動かします。
◉ 11 月10 日㈫　10：00 ～
　「ママヨガ教室」（要予約）
　ヨガの基本的な動きで、産前・産
　後の体をやさしくケアします。
◉ 11 月17 日㈫　９：45 ～
　「お食事エプロンを作ろう」
　タオルを使って食事用エプロンを
　作ります。

おひさま教室

おひさま広場

BCG 予防接種

6

金　

戦
没
者
・
満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

９
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 議案は全て可決・認定・同意
　９月議会に村から提案された議案（承認１件、予算案10件、認定案10件、条例案３件、�
事件案５件）は、いずれも可決・認定・同意しました。

 決算審査について
　決算審査は、村の財政状況をはじめ、各事業で予算がどのように使われたのか、その成果や
課題などを確認・検証し、次年度以降の事業につなげていく大切なプロセスです。
　議会初日（８月27日）、議会での決算審査に先立ち、勝山卓（たかし）代表監査委員から
「決算に対する監査意見」の報告がありました。以下、監査の指摘事項の要旨です。

令和８年９月第３回定例会
令和７年度決算などを審議

No. 283

監査委員からの指摘
①村税の「不納欠損」は要因を検証。「滞納」は初期段階で回収を
　令和７年度の不納欠損額は、現年度分と過年度分で289万８千円と
なった。要因を再度検証し、今後も公平性・平等性の観点と財源確保
のため、引き続き回収に努力されたい。
　不納欠損処理は最終手段であり、滞納発生の際は、初期の段階�
で早期回収に努められたい。

②新地方公会計制度（日
ひ

々
び

仕
し

訳
わけ

方式※）への知見を深めて
　財務運営の向上につながるよう、制度の効果や課題を十分研究し、制度への知見を深められ
たい。

③「特産品開発推進奨励補助金」の対象要件を明確に
　補助対象となる事業の要件が不明瞭であり、判断にばらつきが生じ、公平性や制度の趣旨が
損なわれる可能性が懸念される。
　本補助金の目的に沿った適切な運用となるよう、補助対象となる要件等を改めて精査し、�
規程の明確化をされたい。

④「小水力発電特別会計」の管理を適切に
　木片等の詰まりにより発電量が激減し、年間の売電収入が前年比約144万円の減少となった。
　業務の委託契約書に「日常点検業務」の具体的な内容の記載がなく、事後の対応状況が確認
できないため、契約書に日常点検業務を明確に規定されたい。
　売電収入は村の貴重な財源であり、適切な施設管理が不可欠である。日々の発電量を確認
し、異常が認められた際には速やかに対応されたい。

～基金残高（積立金）が村債残高（借入金）を上回る結果に～
　「村債」は令和７年度に４億6050万円を発行し、残高は27億7279万９千円。
　「基金」は６億2797万３千円を取り崩したが、積立ても行い、残高は30億315万７千円と
なった。
　実質公債費比率（※）は8.4％で、前年度より2.6ポイント改善した。令和３年度をピークに�
減少しているが、財政状態は依然として厳しい状況が見込まれる。18％を超えることがない�
よう、計画的に対応されたい。
　また、その他３指標（※）についても引き続き注視し、健全な財政状態の維持を図られたい。
� （※は次ページの説明を参照）

勝山卓  代表監査委員

“財政指標は改善したが、引き続き健全な財政運営を”

※現金の出入りだけでなく、複式簿記の考え方で取引を記録し、資産・負債なども把握する会計方式
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　令和８年度一般会計補正予算（第３号）１億8587万円追加（総額44億
8865万円）の補正予算を賛成多数で可決しました。
　主な内容を抜粋してお知らせします。� （千円以下を四捨五入）

補正予算

【歳入】

・�緊急自然災害防止対策事業債� 2330万円

【歳出】

・�地域おこし協力隊募集・支援事業委託料（募集に向けたサポート）� 349万円

・地方債の繰上償還金� 1億1843万円

産業課

・馬曲温泉公園管理運営事業関係 委託料等（民間譲渡に伴う法律サポート等）� 99万円

・地域農業構造転換支援事業の補助（大型農業機械の購入補助金 ２件分／県補助）� 1360万円

・堆肥センター改修工事費の増額（受電設備の更新工事費）� 2959万円

・排水ポンプの修繕費の増額（戸那子排水ポンプ３台のうち１号機の修繕）� 130万円

産業企画室

・�ブランド確立事業　令和の米騒動に対する業務委託料� 103万円

・住宅等活用補助事業　新築・リフォーム補助金（対象者増に伴う）� 330万円

・空き家対策事業　空き家活用補助金・空き家解体補助金（対象者増に伴う）� 335万円

・移住定住促進事業　移住就業支援補助金（対象者増に伴う／県補助あり）� 220万円

総務課

総務課

ピックアップ

①実質赤字比率（生じていません）
　一般会計などの基本的な会計の赤字の程度を�
示す指標です。

②連結実質赤字比率（生じていません）
　一般会計、特別会計、公営企業会計を含めた�
すべての会計を合わせた場合の赤字の状況を示す
指標です。

　地方自治体の財政破
は

綻
たん

を早い段階で防ぐことを目的とした「地方公共団体財政健全化法」に
基づき、財政の健全性を確認するための指標です。
　①～④の数値が大きいほど、財政状況は悪いとされます。
� （　）内は令和７年度決算の状況です。

③実質公債費比率（8.4％）
　村の借金の返済が、財政にどのくらい負担と
なっているかを示す指標です。
　この比率が18％を超えると、新たな借金をする
ときに国や県の許可が必要になります。

④将来負担比率（生じていません）
　土地開発公社や村が損失補償をしている出資�
法人なども含め、今後、村が負担することになる
借金などが、財政規模に対してどのくらいあるか
を示す指標です。

財政の健全性をみる「４つの指標」
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●一般会計補正予算（第２号）の専決処分
　農作物に対する渇水対策を実施するため、50万円増額。財源は、財政調整基金からの繰入金。

承認

●資金積立基金条例の一部改正
　今年度から交付される宿泊税交付金に対する基金を創設し、観光等の施策に活用するために改正。

●印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
　国の「印鑑登録証明事務処理要領」の一部改正に伴う改正。

●観光交流センター条例の一部改正
　観光交流センターの会議室等を利用できるようにするための改正。

●工事請負変更契約の締結
　クロスカントリー競技場オーバーレイ工事費の変更契約。アスファルト合材等の資材価格の高騰に�
伴い、513万円増額。

●物品売買契約の締結
　ロータリ除雪車の購入に伴う契約の締結。契約金額は6,326万円。

例規の改正

事件

　私は、令和７年度木島平村一般会計決算に対する不認定の討論を行う。

　一般会計決算を不認定とする理由は次の３点である。

１　�決算では、会計実質収支額２億1300万円（前年度１億5000万円）、経常収支比率79.8%（前年度82.4%）、

実質公債費比率8.4%（前年度11.0%）と、決算状況、財政指標のいずれも良好であり、財政の効率的運用と�

歳出削減の努力と評価する。しかし、物価高騰に伴い、生活が厳しくなる村民の生活支援、かつてなく厳しい

農業情勢下での農業、農家への支援は、国からの支援策にとどまらず、村費による積極的な支援、政策的支出

が必要ではなかったかと考える。

２　�特産品開発推進奨励補助は、補助対象となる要件、目的が不明瞭で補助が適切であったか疑問がある。また、

スキー振興事業のリフト券購入補助は、補助要件の説明が不十分で公平公正な運用がなされなかったと思われ

る。補助事業を進めるには、要件、目的をしっかりと示し、適切で透明性のある公平公正な運用が必要である

と考える。

３　�地区づくり懇談会は、住民意見反映と協働の村づくり意識醸成との内容で開催されており、今後の課題として

「若年層や子育て世代、女性の意見の吸い上げ」が上げられている。令和７年度の実績は９地区、参加人数は

152人（女性20人）となっている。懇談会を開くことが、村の政策を伝えるとともに、村民意見要望を聴取し、

政策に反映させる上で非常に重要な機会である。もっと村民の理解を得て、開催区を増やす取組みが、これ

からの村政を発展させる上で必要と考える。

不認定
討論

令和７年度一般会計決算に対する討論
� 山浦　登　議員
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◆  ◆  ◆   議員からの発議（要旨）   ◆  ◆  ◆

議　　案

議　　員　　名

採
決
結
果

関　

 

達
夫

湯
本 

直
木

湯
本 

行
浩

山
本 

隆
樹

山
浦 　

登

丸
山 
邦
久

江
田 

宏
子

山
﨑 

栄
喜

令和７年度木島平村一般会計決算について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定

■表の説明：〇：賛成、×：反対（議長は議決に参加しないため、議員名から外してあります）

◆  ◆  ◆   賛否の分かれた議案の結果   ◆  ◆  ◆

　上下水道事業は、地域の生活と産業活動を支える重要なライフラインであり、安全かつ安定的なサービス

提供を将来にわたり確保していくことが求められている。

　本村においても経営の効率化や経費削減に取り組んでいるが、老朽施設及び老朽管の更新並びに耐震化に

は多額の事業費を要し、必要な財源の確保が大きな課題となる一方で、国の補助金の配分が不十分であり、

計画的な老朽化対策の推進が困難となっている。

　本議会は、国会及び政府において、次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要請する。

　　１．上下水道施設の老朽対策や耐震化に対する予算の必要額の確保

　　２．専門的業務を担う技術職員の確保及び技術継承と人材育成への支援

　　３．広域化・広域連携に向けた取組への支援の充実と補助対象の拡充

上下水道事業の老朽化対策・耐震化と経営基盤強化に向けた支援を求める意見書

非核三原則の堅持を求める意見書

　我が国は、核兵器を「持たず、作らず、持ち込ませず」という非核三原則を国是とし、一昨年には、日本

原水爆被害者団体協議会がノーベル平和賞を受賞するなど、国際平和を主導する役割を担うことが期待され

ている。

　広島・長崎のような非人道的惨禍を繰り返さないためにも、核兵器のない世界の実現に向けた努力を放棄

することなく、現実的かつ実践的な取組を粘り強く進めていくべきである。

　本議会は、国会及び政府において、核兵器の廃絶を通じて、人類共通の崇高な目標である世界の恒久平和

を実現するため、非核三原則を堅持するよう強く要請する。

発議第４号 上下水道事業の老朽化対策・耐震化と経営
基盤強化に向けた支援を求める意見書 可　決

衆・参議院議長・内閣総理大臣・
総務大臣・財務大臣・国土交通
大臣あてに意見書を提出。

発議第５号 非核三原則の堅持を求める意見書 可　決
衆・参議院議長・内閣総理大臣・
外務大臣・防衛大臣あてに意見
書を提出。
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総　務　課

産　業　課

民　生　課

委員会に付託された議案について審査し、次の意見をまとめました。（要旨抜粋）

村の対応は、12月議会定例会の初日に報告されます。

【総務民生文教常任委員会】

【予算決算常任委員会】

◆ 令和８年度補正予算に対して

◆ 令和７年度決算に対して

◆ 全体を通じ、課題に向き合う姿勢として

令和８年９月定例会の審査意見

　　　  「資金積立基金条例」の一部改正について、宿泊税は早期に計画を立て、有効な活用を

　配分された宿泊税は、３年以内の活用が求められている。

　早期に計画を立案し、観光施策の有効な使途を検討されたい。

意  見

　　　  「地域おこし協力隊募集・支援事業」は、他自治体での評価等を確認し、導入の際はノウハウの吸収・蓄積を

　支援事業の導入にあたっては、同様の事業を導入している他の自治体における成果や効果、導入後の評価等を

事前に確認し、必要性や有効性を十分検討されたい。

　また、地域おこし協力隊制度の趣旨や導入の目的等に鑑み、具体的な成果につながるよう取り組むとともに、

本事業を通じて得られる募集等のノウハウをしっかりと吸収・蓄積し、今後の他の協力隊募集にも活かされる�

よう取り組まれたい。

意  見

　　　  「堆肥センター」は、スケジュールの前倒し等、経費の効果的な執行を

　今回の補正予算で堆肥センターの「キュービクル工事」の予算が計上され

たが、長寿命化が目的の本工事において、事前の確認不足により、今後も設

計段階で想定されていなかった追加工事が見込まれる。

　現施設の状況からすると、今後７年間の維持管理費の増高が懸念される。

次期施設のあり方、スケジュールの前倒し等、経費の効果的な執行を検討�

されたい。

意  見

　　　  「高齢者対策」では、身寄りのない高齢者への支援体制の研究・検討を

　今後、身寄りのない高齢者の増加が見込まれる中、入院や施設入所、死後の手続き等の対応について、行政の

負担が増加することも想定される。

　このような課題に対し、対象となる方に寄り添い、必要な支援につなげられる体制の整備に向け、関係団体と

連携し、具体的な支援のあり方について研究・検討を進められたい。

意  見

　　　先送りすることなく、積極的に研究・検討を
　各事業における課題を的確に認識することは重要である。

　「事務事業評価」や「主要施策の報告書」等に示されている各課題について、その解消に向けた

取組みを先送りにすることなく、積極的に研究・検討を進め、具体的な取組みにつなげられたい。

意  見

堆肥センターの
長寿命化工事の現場確認
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北信建設事務所との懇談会（６月23日）

北信地域議会議員研修会（８月３日）

議会では、定例会以外に、研修や村議会独自の議会活動などを行っています。

　北信建設事務所と議会との懇談会を開催しました。懇談会に先立ち、現在工事が進められている上千石上部
の砂防ダムを視察し、全長200m、高さ13mの巨大な工事の概要の説明を受けました。視察後の懇談会では、
現在進められている北信建設事務所管内の村内工事の進捗状況と今後の計画について、それぞれの担当者から
説明を受け、県道改良や維持補修の意見・要望等、意見交換をしました。

　野沢温泉村のスパリーナ国際会議場で開催された研修会では、内閣官房デジタル行財政改革会議事務局の�
地方創生支援官（野沢温泉村担当）である吉田宏平氏による「人口減少と地方創生」と題しての講演がありま
した。支援官の具体的な業務は、自治体の課題に国の職員が入り、整理から実行支援まで一緒に進める仕事
で、野沢温泉村では、地域の課題に合わせてデジタル運用にむけ支援官が伴走に努めています。
　講演は、人口減少や人手不足が進む地域を、デジタル社会形成で地域活性化に取り組む内容でした。
　デジタル改革は、地方創生を進める道具です。
　行政手続のオンライン化や地域サービスの連携が進むと、住民は窓口へ
行く負担が減り、自治体側は限られた職員数でもサービスを維持しやすく
なります。
　また、観光、農業、防災、交通などでデータ活用が進むと、地域の課題
に合った施策を進めることができます。
　一方で、導入後に運用できる人材不足は課題です。デジタル基盤だけで
なく、人材育成や地域に合った設計がないと効果が出にくいことも示され
ています。

堆肥センター検討委員会

砂防ダム（上千石）視察 土砂災害を防ぐ砂防ダムのえん堤役場で行われた懇談会

６月定例会以降の議会活動

このほか、新たに御殿団地（中村）に建設された賃貸集合住宅の内覧（７月２日）、
長野県町村議会議長会議員研修（７月13日 松本市において）を受講しました。

北信地域議会議員研修の様子

　堆肥センター検討委員会が９月18日に開催されました。環境保全型農業を進め、有機の里の農産物を村の
柱としていくため、施設の老朽化及び農業を取り巻く環境の変化を踏まえ、将来にわたり持続可能な処理体制
と施設のあり方を検討します。施設の存廃を議論するのではなく、将来にわたって維持すべき機能として整理
したうえで、施設を効果的かつ持続的に確保し、村農業の基幹施設にしていくことを検討します。菌茸農家、
畜産農家、担い手農業者、農業委員、議員（２名）など、村から委嘱された18名で委員は構成されていま
す。来春まで４回ほどの会合を開催し、本来の堆肥センターの機能を生かした持続可能な村の農業の今後を
模索することを目的としています。
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議会全員協議会
【村からの提出案件】

７月２日
●報告事項
　◦馬曲温泉公募型プロポーザルの応募状況について

８月20日
●協議事項
　◦物品売買契約の締結に関する議案の説明
　　・ロータリー除雪車の購入
　◦工事請負契約の変更に関する議案の説明
　　・クロスカントリー競技場オーバーレイ工事
●報告事項
　◦令和７年度事務事業評価の説明
●その他
　◦堆肥センター検討委員会の設置について

８月27日
●協議事項
　◦堆肥センター検討委員会等の
　　詳細説明

【議員間での協議事項】

７月２日
●協議事項
　◦特別豪雪地帯指定市町村協議会への要望事項の検討
●報告事項
　◦北信州農村女性のつどいについて

７月13日
●協議事項
　◦議会議員特別セミナー受講者　研修報告

７月31日
●協議事項　
　◦公的団体の経営状況の報告と質疑
　　（観光振興局・農業振興公社・社会福祉協議会）

８月20日
●協議事項
　◦９月定例会　議員発議の検討

８月27日
●協議事項
　◦�堆肥センター検討委員会開催に伴う委員の選出に
ついて

　◦�議会改革検討委員会　今後の取組み（案）について

各議員の一般質問の項目
９月２・３日に７人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（11月号）の議会だよりに掲載します。

１　山浦　登
　①令和７年度一般会計決算について
　②地区づくり懇談会について
　③治山治水対策とその備えについて
　④農業支援について
　⑤予備自衛官等兼業特例法について

２　江田 宏子
　①�「小・中学校のあり方」の今後の見通しについて
　②農産物のブランド化について
　③外郭団体の「持続可能なあり方」について

３　山本 隆樹
　①池の平の蓄電所について
　②「空き家対策」の現状は

４　湯本 直木
　①�令和８年度６月議会での諸般の報告について
　②人工芝化された屋内運動場について
　③上下水道の管理の実状と今後の整備計画について
　④�保育園、小中学校の教職員のハラスメント対応
について

１　関　達夫
　①人口は減っても住みやすさを増やす
　②村税等の未納金対策について
　③米どころ木島平をもっと主張しよう
　④次期村長選について

２　丸山 邦久
　①�木島平村農業振興公社の令和７年度決算報告と
経営改善について

　②�木島平村の自主財源と産業振興の必要性について

３　山﨑 栄喜
　①職員の採用等について
　②�一般質問の答弁と先送りに
　　なった事項のその後について

第１日目（９月２日） 第２日目（９月３日）
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私
に
は
、
孫
が
十
人
い
る
。
こ
の

孫
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
人
生

を
歩
ん
で
い
く
の
か
。

　

私
が
子
育
て
を
し
て
い
た
四
十
年

前
、
日
本
は
世
界
一
豊
か
な
国
と
言

わ
れ
て
い
た
。
東
京
の
物
価
は
、
世

界
一
高
か
っ
た
。

　

海
外
旅
行
を
す
れ
ば
、
日
本
の
経

済
力
の
強
さ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
。
海
外
の
物
価
が
安
か
っ

た
の
で
あ
る
。
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
が
国
内
よ
り
相
当
安
く
買
え
た
。

　

現
在
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
言
わ
れ

る
外
国
人
が
、
日
本
の
物
価
は
安
い

と
言
う
。
逆
転
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

目
の
前
に
経
済
大
国
と
は
呼
べ
な

く
な
っ
た
日
本
の
姿
が
あ
る
。
日
本

人
の
服
装
で
さ
え
、
華
や
か
さ
が
な

く
な
り
地
味
に
な
っ
た
。

　

栄
枯
盛
衰
は
世
の
常
だ
が
、
も
う

一
度
豊
か
な
日
本
、
豊
か
な
木
島
平

村
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に
孫
た

ち
の
姿
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

や
ま
な
い
。�

丸
山 

邦
久

議
員
の

ひ
と
り
ご
と

ちょっと
いっぷく

議会を傍聴しませんか

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

次回定例会の開催予定

議会だより
編集委員

委 員 長　江田  宏子　
副委員長　山本  隆樹
委　　員　山浦  　登　
　　　　　関　  達夫　
　　　　　湯本  直木
　　　　　湯本  行浩

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
　傍聴席は、役場２階　議場後方が入口です。
　また、本会議は、ふう太ネットで生放送および再放送をしています。
　開会日と閉会日の再放送は、当日の午後10時からです。一般質問の�
　再放送は、ふう太ネット番組表または音声放送等でご確認ください。

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村  で検索して、次のように進んでください。

※９月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

11月17日（火）午後５時
議会事務局へ直接お持ちいただき、
事務局員に説明をお願いします。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会 → 会議録
スマートフォン・タブレッ
トからは、QRコードの読み
取りでご覧いただけます。

12月議会定例会 請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

開　会　日　12月  4日（金）
一般質問①　12月  9日（水）
一般質問②　12月10日（木）
閉　会　日　12月16日（水）
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９
月
４
日
、
第
２
回
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
長
野
県
教
育
委
員
会
北
信
教
育
事
務

所
学
び
の
共
創
課
主
任
指
導
の
小こ

島じ
ま  

豪つ
よ
し

さ
ん
で
し
た
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う 
～

す
べ
て
の
人
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

～
」
で
し
た
。

　
「
本
日
の
講
演
は
、
と
て
も
情
報
量
が
多
い
で
す
」
と
い
う
講

師
の
最
初
の
言
葉
通
り
、
講
演
会
で
は
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
）
や
人
権
感
覚
を
テ
ー
マ
に
、

同
和
問
題
、
障
が
い
者
の
人
権
、
こ
ど
も
の
人
権
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
下
の
内
容
と
構
成
で
、
講
演
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

1 

人
権
感
覚
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
。

●
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス（
無
意
識
の
偏
見
・
思
い
込
み
）

●�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
（「
男
・
女
だ
か
ら
こ
う
」
と
い
っ

た
固
定
観
念
に
よ
っ
て
、
人
の
能
力
・
役
割
・
行
動
を
決

め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
）

●�

マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
何
気
な
く
発
せ
ら
れ
る
言

葉
や
態
度
の
う
ち
、
特
定
の
人
や
集
団
を
無
意
識
に
傷
つ

け
た
り
、
不
快
に
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
）

2 

個
別
の
人
権
課
題
に
つ
い
て

●�

今
な
お
残
る
部
落
差
別
に
つ
い
て
（
実
態
、
ネ
ッ
ト
上
で

の
差
別
情
報
の
氾
濫
な
ど
に
つ
い
て
）

●�

こ
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
（「
こ
ど
も
基
本
法
」「
こ
ど
も
性

暴
力
防
止
法
」
な
ど
に
つ
い
て
）

3 �

障
が
い
の
あ
る
方
の
人
権
に
つ
い
て
（「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
長
野
県
条
例
」
に
つ
い
て

4 �

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
（
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
と
、
防
止
・
根
絶
に
向
け
て
心
が
け
た
り
、
取
組

み
た
い
こ
と
）

5 �「
長
野
県
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
趣
旨
と
願

い
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て

　

受
講
さ
れ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆ �

多
い
情
報
量
を
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
、
幸
せ
に
過
ご
せ
る
環
境
を
作

る
こ
と
、
人
権
を
守
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。

◆ �

動
画
を
交
え
た
り
、
周
囲
の
人
と
話
す
時
間
を
持
つ
な
ど

が
あ
り
、
興
味
を
持
て
ま
し
た
。
自
分
の
あ
た
り
前
を
、

時
に
は
疑
っ
て
、
決
め
つ
け
な
い
こ
と
。
互
い
を
認
め
合

う
こ
と
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
権
利
を
重
ん
じ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

講
師
が
話
さ
れ
た
「
人
権
と
は
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
で

あ
る
。
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
決
め
つ
け
な
い
、
あ
た
り
前
を

疑
う
、
軽
い
一
言
を
疑
う
、
気
づ
い
た
ら
直
す
、
周
囲
に
流
さ
れ

な
い
」
こ
の
指
摘
を
心
に
刻
み
、
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

講師：小島　豪さん講師：小島　豪さん

参加者は100名を超えた参加者は100名を超えた

第
２
回

第
２
回  
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座
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９
月
５
日
夜
、「
星
空
を
学
ん
で
夜

空
を
見
上
げ
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

夜
空
を
彩
る
天
体
を
体
験
的
に
学
ぶ
星

空
観
察
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
先
月
行
わ
れ
た
事
前
学
習
の
成
果
を

確
か
め
る
よ
う
に
望
遠
鏡
を
覗
き
込

み
、
秋
の
夜
空
に
広
が
る
神
秘
的
な
光

景
に
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

星
空
観
察
会

「
秋
の
星
雲
、
神
秘
の
き
ら
め
き
」
木
島
平
で

星
空
観
察
会 
事
前
学
習
活
か
し
夜
空
仰
ぐ

　

第
12
回
木
島
平
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
９
月
５
日
、

斑
尾
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
に
恵
ま
れ
、

村
内
か
ら
集
ま
っ

た
18
人
の
ゴ
ル
フ

愛
好
家
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
な
が
ら
、

爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
原
大
沢
地
区
の
芳
原
毅
彦

さ
ん
。
先
月
の
座
学
講
座
で
は
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
銀
河
や
天
の
川
の
構
造
、
天
体

の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
て

お
り
、
今
回
は
そ
の
知
識
を
実
際
に
確

か
め
る
実
践
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
澄
み
渡
る
夜
空
の
も
と
、
芳

原
さ
ん
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
観
察
が

進
行
。
参
加
者
は
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い

て
、
遠
く
離
れ
た
星
雲
の
や
わ
ら
か
な

光
や
、
漆
黒
の
空
を
幾
筋
も
貫
く
天
の

川
の
姿
を
じ
っ
く
り
と
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
こ
ど
も
達
か
ら
は
「
先
月

教
わ
っ
た
知
識
が
あ
っ
た
の
で
、
実
際

に
目
に
し
た
と
き
の
感
動
が
一
層
大
き

か
っ
た
」「
村
の
夜
空
に
、
こ
れ
ほ
ど

豊
か
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
講
師
の

芳
原
さ
ん
は
「
座
学
で
得
た
知
識
と
実

際
の
観
察
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
星
空

へ
の
関
心
や
愛
着
が
よ
り
深
ま
れ
ば
嬉

し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

成果があった事前学習

最高のゴルフ日和

開会式風景

公
民
館
こ
ど
も
未
来
館

　

プ
レ
ー
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
ら
は
互
い
に
好
打

を
た
た
え
合
い
、
声
援
を
送
る
な
ど
終

始
笑
い
声
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
結
果
、
各
賞
の
表
彰
式
で
は
健

闘
を
た
た
え
、
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
、
参
加
者
か
ら
は
「
天

候
に
恵
ま
れ
、
村
内
の
仲
間
と
親
睦
を

深
め
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
っ
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き
を
再
確

認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
斑
尾
で
熱
戦

第
12
回
木
島
平
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
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秋
の
木
島
平
が
一
番
に
ぎ
わ
う
特
別
な
一
日
！ 

今
年
も
「
第

47
回 

木
島
平
村
民
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
展
示
や
芸
能
発
表
、

地
元
の
秋
の
味
覚
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
ご
家
族
や

友
人
と
お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

開
催
日
時　
10
月
31
日
（
土
）
８
時
45
分
〜
19
時

主
な
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ー
ナ
ー

・
文
化
祭
：
作
品
展
示
・
芸
能
発
表
・
バ
ザ
ー

・
秋
の
味
覚
＆
に
ぎ
わ
い
：
商
工
祭
・
Ｊ
Ａ
ビ
ビ
ッ
ト
祭

・�

交
流
＆
体
験
：
ふ
れ
あ
い
広
場
・
健
康
ま

つ
り
・
環
境
フ
ェ
ア
・
図
書
館
ま
つ
り

　

10
月
31
日
は
、
秋
の
木
島
平
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！ 

皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時　

�

11
月
14
日
（
土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
（
開

場
：
午
後
１
時
）

会
　
場　

�

若
者
セ
ン
タ
ー

演
　
題　

�

部
落
差
別
ま
だ
あ
る
の
？  

ど
こ
に
あ
る

の
？  

な
く
せ
る
の
？

講
　
師　

�

奥
田 

均 

氏
（
近
畿
大
学
名
誉
教
授
） 

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
意
識
調
査
デ
ー
タ
か
ら

紐
解
く
、
わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
リ
ア
ル
」。

　

講
師
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
問
題
や
意
識

調
査
の
分
析
に
深
い
見
識
を
お
持
ち
の
近
畿
大
学

名
誉
教
授
・
奥お

く

田だ 

均ひ
と
し

先
生
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

奥
田
先
生
に
は
、
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）

に
実
施
さ
れ
た
「
中
高
地
区
人
権
意
識
調
査
」
の

最
新
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
特
に
木
島
平
村
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
数
字
の
裏
側
に
隠
さ
れ
た
住
民
の

意
識
や
課
題
、
そ
し
て
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
視
点
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
デ
ー
タ
と
い
う
客
観
的
な
視

点
を
通
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ

た
新
し
い
気
づ
き
や
発
見
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
。

　

ご
近
所
・
ご
友
人
と
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

人
権
が

尊
重
さ
れ
る

　
　
　
　
　 

村
民
の

集
い

歴史を
訪ねて

野
口
湖こ

龍り
ゅ
う

の

『
三さ

ん

餘よ

数す
う

学が
く

』が
現
代
書
籍
に

昨年の風景

村歌の大合唱も行われた昨年の芸能発表会

第
47
回 

木
島
平
村
民
祭

開
催
し
ま
す
！

　

江
戸
時
代
に
和わ

算さ
ん

（
数
学
）
の
師
匠
だ
っ
た
計け

見み

村
中

島
の
野
口
湖
龍
は
、
一
八
一
二
年
に
『
三
餘
数
学
』
と
い

う
問
題
集
を
編
集
し
ま
し
た
。
こ
の
著
書
は
二
分
冊
で
構

成
さ
れ
、
第
一
巻
に
は
初
級
の
問
題
が
、
第
二
巻
に
は
難

解
な
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
生
活
に
役
立

つ
問
題
か
ら
、
究き

ゅ
う

極き
ょ
く

の
数
理
が
味
わ
え
る
問
題
ま
で
、
幅

広
く
出
題
し
て
計
算
術
を
解
説
し
て
い
ま
す
。
湖
龍
が
数

学
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
す
る
「
三
餘
」
と
は
、
夜
間
・

雨
天
・
冬
期
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
秋
、
信
州
和
算
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
長
野
市
松

代
町
の
小
林
博ひ

ろ

隆た
か

さ
ん
が
、
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
『
三

餘
数
学
』
を
現
代
人
向
け
に
再
構
成
し
た
『
和
算
研
究
収

録
』
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
漢
字
だ
け
で
書
か
れ
て
い
た

湖
龍
の
問
題
集
が
現
代
数
学
風
に
よ
み
が
え
り
、
地
域
の

学
術
遺
産
が
次
世
代
へ
継
承
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
著
者
の
小
林
さ

ん
か
ら
教
育
委
員
会

へ
複
数
冊
ご
寄き

贈ぞ
う

い

た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
閲
覧
ご
希
望
の

方
は
ち
っ
ち
ゃ
な
図

書
館
ま
た
は
農
村
交

流
館
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

野口湖龍著「三餘数学」
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公民館報　2026.10（No.605）

　50歳を過ぎてから未知なる天文学の世界へ飛び出し、日本地図の完成
に生涯を捧げた伊

い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

。小
こ

前
ま え

亮
りょう

の『星の旅人』は、彼の最初の挑戦で
ある「蝦

え

夷
ぞ

地
ち

測
そ く

量
りょう

」の旅を、行方不明の父を探す少年・平次の視点から
描いた歴史冒険小説です。 
　一歩一歩の歩幅をそろえ、星を仰ぎ見ながら地道に歩みを進める忠敬
の姿は、愚

ぐ

直
ちょく

なまでにまっすぐで心を揺さぶります。少年の父親捜しと
いうミステリー要素や、当時の測量技術・時代背景がよくわかる解説コ
ラムも盛り込まれており、歴史の知識がなくても冒険の面白さに引き込
まれます。 
　「地を歩いていても、学問を使えば星に届く」あきらめずに挑み続ける
大人の背中と少年の成長劇が、読む人に勇気を与えてくれる一冊です。 

　　　　　　　　　　　　往郷911-7 若者センター内　82-3111（内線206）
　　　　　　　　　　　　月曜日休館　開館時間・平日９時～17時45分／土日祝８時30分～17時15分

戦争が変えた世界史（伊藤敏
びん

）、葵
あおい

の紋を継ぎまして。（山岸美
み

喜
き

）、「うちの子、依存症？」と気になったら知りたいこ
とが全部のってる本（松本俊

とし

彦
ひこ

）、図解でスッと頭に入るガウディとサグラダ・ファミリアの世界（鳥居徳
とく

敏
とし

）、どうち
がう？無

む

痛
つう

分
ぶん

娩
べん

と自然分娩（早乙女智
とも

子
こ

）、農家が教えるサンショウづくし（農文協）、逆転監督森
もり

保
やす

一
はじめ

（木崎伸
しん

也
や

）、憤
ふん

怒
ぬ

の人（杉山響
きょう

子
こ

）、一次元の挿し木（松下龍
りゅう

之
の

介
すけ

）、異
い り び と

邦人（原田マハ）、永遠の記憶（東野圭
けい

吾
ご

）、犬と逃げる（佐藤
青
せい

南
なん

）、今夜も、ぼっち飯（太田紫
し

織
おり

、他）

アンパンマンとかっぱのみず（やなせたかし）、あ、あぶない！よくみて、とまって、みぎひだり（清
き よ

永
な が

奈
な

穂
ほ

）、おれ
のなまえはイッパイアッテナ（斉

さ い

藤
と う

洋
ひろし

）、はみがきれっしゃしゅっぱつしんこう！（くぼまちこ）

『星の旅人』
著者：小前　亮

今月の一冊今月の一冊 木島平中学校　清水　あさぎ 先生

新着図書

児童図書

図書館　　だより

ちっちゃな図書館

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
６
日
、

北
鴨
分
館
主
催
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
大
勢
の
区

民
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し

な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
コ
ー
ス
に
は
「
カ
コ
ー
ン
」

と
快
音
を
響
か
せ
て
ボ
ー
ル
を
打
ち
出
す

音
が
響
き
渡
り
、
カ
ッ
プ
イ
ン
の
た
び
に

歓
声
や
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
「
絶
好

の
秋
晴
れ
の
中
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」

「
地
域
の
人
た
ち
と
笑
顔
で
会
話
を
交
わ
せ

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

北
鴨
分
館
長
　
片か

た

所し
ょ

　
惠け

い

蔵ぞ
う

晴
空
の
下
、
球
音
響
く

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

分分
館館
だ
よ
り

終始なごやかな雰囲気でプレーが進む終始なごやかな雰囲気でプレーが進む

新
人
の 

巫
女
の
短
髪 

残
暑
か
な�

倫
之

新
涼
や 

新
し
き
本 

匂
い
濃
く�

百
合
子

今
月
の
俳
句 
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ふれあいネットワークふれあいネットワーク

10/15（木）○�安心買い物ツアー

10/22（木）○安心買い物ツアー

10/28（水）○ふれあいランチ

10/31（土）○�ふれあい広場

11/ 4（水）
○�心配ごと相談（相談

員…調停委員・民生
児童委員）

11/ 5（木） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

11/11（水）○ふれあいランチ

11/12（木）○安心買い物ツアー

11/18（水）○�無料法律相談（相談
員…長野県弁護士会
派遣弁護士）

○�集まろう！通いの場
「ピース」

11/19（木）○安心買い物ツアー

11/25（水）○ふれあいランチ

11/28（土）○�赤い羽根共同募金
「映画上映会」

No. 393

発行：社会福祉法人
　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字住郷908-3
TEL：0269（82）4888

10/15
11/30

〜

社協の予定

木島平村社協
公式ウェブサイト

ふれあい広場ふれあい広場 開催のお知らせ

　共同募金は「じぶんの町を良くす
るしくみ」として、すべての方が安
心して暮らしていくためのまちづく
りを目指し、さまざまな福祉活動を
支援しています。

●つくしの家製品、食品販売
●こどもまつり～芝生広場～
●各種模擬店
●ふれあいステージ
●シニアカー・車イス乗車体験
　　　　　　　　　　　　　　　など

社協デイサービスセンター周辺

と　き

ところ

内　容

10月31日（土）9時～14時

●10月は赤い羽根共同募金運動の活動強化月間です

●�募集方法　�全戸配布の募金用封筒、職揚や学校での募金、

事業所募金、村内募金箱など

〈木島平村社協配分〉
啓発事業、敬老訪問
多世代交流事業
福祉協力校支援

〈広域的な活動に配分〉
施設整備

自動車の購入事業
安心安全なまちづくり支援

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

分配

分配

送金

長
野
県
共
同
募
金
会 村内の募金
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社協だより　2026.10（No.393）

仕事を
したくても
みつからない

生活に
困っているけど
頼れる人がいない

ひきこもり
状態から

抜け出したい

病気があり
仕事や生活が
不安…

　第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：400円　昼食のみ

（11時～12時の間にお届けします）

【対象となる方は下記のとおりです】
⃝一人暮らしの高齢者、障がい者
⃝高齢者、障がい者のみの世帯
⃝昼間高齢者、障がい者のみとなる世帯

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方を募集してい
ます。一緒に活動してみませんか。
� 問合せ先：社協 0269（82）4888

ふれあいランチだよりふれあいランチだより

栄養豊富な、手作り
お弁当はいかがですか？

  ご利用を希望される方は、
　　木島平村社協まで
　　ご連絡ください。

【９月９日】
・ちらし寿司
・天ぷら
・きゅうりとわかめの酢の物
・甘辛肉団子
・果物（ぶどう）

ふれあいランチボランティア募集

【９月30日】　
・ご飯
・揚げ鶏のマリネ
・ピーマンとジャコの炒り煮
・カボチャサラダ
・ひじきの煮物　・果物（りんご）

赤い羽根共同募金
「映画上映会」のお知らせ

認知症で人生終わりになんて、僕がさせない。
ケアニンケアニン 〜あなたでよかった〜

　　　 
11月28日（土）
13:30〜15:30

（開場13:00）
　　　 
無料（定員100名）
　　　 
木島平村若者センター

日　時

入場料

場　所

※�事前申し込みが必要とな
ります。

詳しい内容につきまして
は、広報10月号折り込みチ
ラシをご覧ください。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
常
生

活
の
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。

●
第
１
水
曜
日

●
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

※�

電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
８
０
（
７
８
０
８
）
１
８
１
２

●
11
月
18
日
（
水
）・
２
月
17
日
（
水
）

●
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

困
り
ご
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　
〝
ま
い
さ
ぽ
〟
は
あ
な
た
と
一
緒
に

「
マ
イ
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
を
作
っ
て

解
決
に
歩
み
だ
す
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　

生
活
困
窮
者
の
緊
急
的
な
経
済
支

援
、
あ
わ
せ
て
障
が
い
者
・
ひ
き
こ

も
り
傾
向
に
あ
る
方
の
就
労
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
ま
す
。

●
作
業
内
容

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
分
別

●
作
業
の
対
価

　

１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円

●
作
業
時
間

　

�

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の

間
で
上
限
一
日
あ
た
り
５
時
間

　

低
所
得
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
世

帯
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
る
た
め

の
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸

付
事
業
で
す
。
失
業
さ
れ
た
方
、
緊

急
的
か
つ
一
時
的
に
生
活
が
困
難
な

方
、
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
の
入
学

資
金
や
授
業
料
等
が
必
要
な
方
な
ど

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

村
社
協
独
自
の
貸
付
事
業
で
す
。

　

生
活
困
窮
者
が
安
定
し
た
食
糧
品

を
確
保
で
き
る
ま
で
の
緊
急
措
置
と

し
て
食
糧
品
を
提
供
し
ま
す
。

　

米
や
野
菜
、
缶
詰
な
ど
食
料
品
の

提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
所
（
予
約
優
先
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

く
ら
し
の
資
金
貸
付

緊
急
食
糧
品
支
援
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付

ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所

生
活
準
備
支
援
事
業

一
人
で
悩
ま
ず

一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食べ物で
気持ちを
つなげたい

社協

食品
配布

食品
提供

協力
依頼

相談

社会福祉協議会
☎0269（82）4888

問合せ



広報きじま平 9 月号のお詫びと訂正
・裏表紙掲載の「ごめいふくをお祈りしますの」
　記事内で、亡くなられた方のお名前を誤って
　記載しておりました。
　小池千香子さまのお名前の１字に誤りがありま
　した。お詫びして訂正いたします。

世帯と人口 10 月 1 日現在
（令和 7 年国勢調査に基づく推計値）

1,854（-５） 1,955（−６） 3,809（−11）1,550（-３）

◆令和８年 10 月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆第一企画株式会社

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

　

村
長
ひ
と
こ
と
（
124
）

「
ブ
ナ
の
原
生
林　

　
　

世
界
文
化
遺
産
を
目
指
し
て
」

　

今
月
３
・
４
日
、
カ
ヤ
の
平
の
牧
場
跡
地
で
ブ
ナ
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
原
生
林
か
ら
落
ち
た
種
が
、
発

芽
し
幼
苗
と
な
っ
た
も
の
を
掘
り
上
げ
、
牧
場
内
に
植
え
替
え

る
も
の
で
す
。
今
年
で
13
年
目
と
な
り
、
最
初
に
植
え
た
木
は

人
の
背
丈
を
超
え
、
中
に
は
４
～
５
ｍ
の
雪
の
中
で
も
頭
を
出

す
ほ
ど
成
長
し
た
木
も
あ
り
ま
す
。

　

カ
ヤ
の
平
は
昭
和
30
年
代
か
ら
、
乳
牛
の
牧
場
と
し
て
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
使
っ
て
い
な
い
土
地
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
を
国
に
返
地
し
た
い
と
い
っ
た
と

こ
ろ
、
元
の
林
に
戻
さ
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
と
の
こ
と
。
そ

の
た
め
以
前
か
ら
、
ブ
ナ
の
植
樹
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
々
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
原
因
は
牧
草
の
層
が

厚
く
、
そ
の
上
に
種
を
ま
い
た
り
苗
を
植
え
た
り
し
て
も
育
た

な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
機
械
で
地
面
を
掘
り

起
こ
し
、
現
地
の
厳
し
い
環
境
で
育
っ
た
苗
を
植
え
る
こ
と
で

軌
道
に
の
り
、
昨
年
、
林
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
部
分
は
国
に

返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。全
国
的
に
も
稀
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

作
業
前
に
ブ
ナ
博
士
の
、
小
山
専
門
技
術
員
（
長
野
県
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
ブ
ナ
の
特
徴
や
水
源
涵か
ん

養よ
う

の
役
割
を
面

白
く
聞
き
、
大
変
な
作
業
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
め
ま
す
。

　

毎
年
、
協
定
を
結
ん
で
い
る
（
株
）
モ
リ
ア
ゲ
の
ほ
か
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
、
伊
藤
忠
建
材
な
ど
民
間
企
業
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
姉
妹
都
市
調
布
市
か
ら
も

大
勢
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。

　

原
生
林
に
戻
れ
ば
、
自
然
更
新
で
き
る
そ
う
で
す
。
自
然
遺

産
で
は
な
く
、
人
間
の
手
で
育
て
た
原
生
林
、
世
界
文
化
遺
産

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
結
果
が
出
る
の
は
３
０
０
年
後
、
い
や

２
８
７
年
後
で
す
。

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

10 月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,300 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

自然劇場

　  ８   .31          原大沢     　田中　昌
まさ

子
こ

　　   （82）
　  ９   .14          高　石     　村越　總

ふさ

美
み

　　   （88）

編集
秘話

表紙のモチーフ

　四角を敷き詰め
た模様は、「市松
模様」と呼ばれて

います。
　これは江戸時代の歌舞伎役者「佐野川市松」の舞
台衣装だったことから人気になり、そのままデザイ
ンの名前になりました。
　それ以前は「石畳文」と呼ばれ、モチーフは神社
の石畳でした。平安時代にはすでにデザイン化され
ていて、間接的に神社を表します。
　上下左右に柄が途切れないので、「事業拡大」「子
孫繁栄」という願いが込められています。
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